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論
考

九
品

中
正

制
度

と
性

三
品

説

渡
邉

義
浩

は
じ
め
に

漢
の
末
年
に
陳
羣
が
献
策
し
た
九
品
中
正
制
度
は
、
官
僚
お
よ
び
そ
の
候
補
者

を
九
品
に
分
け
る
官
僚
登
用
制
度
で
あ
る
。
な
ぜ
、
人
を
九
「
品
」
に
分
類
す
る

の
か
。
漱
石
の
故
事
で
も
有
名
な
西
晉
の
孫
楚
は
、
「
九
品
は
漢
氏
に
本
無
し
。

班
固
漢
書
を
著
し
、
往
代
の
賢
智
を
序
し
て
、
以
て
九
條
と
爲
す
。
此
れ
蓋
し

鬼
録
の
次
第
を
記
す
の
み
。
而
し
て
陳
群
は
之
に
依
り
て
、
以
て
生
人
を
品
す
」

マ
マ

と
述
べ
、
陳
羣
の
九
品
を
班
固
の
『
漢
書
』
を
継
承
し
た
も
の
と
理
解
す
る
。
岡

（
一

）

崎
文
夫
は
こ
れ
を
受
け
、
百
官
を
九
等
に
分
か
つ
こ
と
よ
り
も
先
に
、
人
物
を
九

等
に
次
第
す
る
法
が
ま
ず
存
し
、
そ
れ
が
拡
張
さ
れ
て
官
階
に
ま
で
応
用
さ
れ
る

こ
と
に
な
っ
た
、
と
し
た
の
で
あ
る
。

（
二

）

こ
れ
に
対
し
て
、
宮
崎
市
定
は
、
岡
崎
の
言
う
百
官
を
九
等
に
分
か
つ
こ
と
、

す
な
わ
ち
官
品
の
制
定
と
、
人
物
を
九
等
に
次
第
す
る
法
、
す
な
わ
ち
中
正
に
よ

る
鄕
品
の
評
定
と
は
、
両
者
が
同
時
に
成
立
し
た
。
た
だ
し
、
官
職
に
九
品
が
あ

る
こ
と
を
前
提
と
し
て
、
こ
れ
に
応
ず
る
よ
う
に
鄕
品
が
九
品
と
い
う
形
を
と
っ

た
、
と
す
る
。
矢
野
主
税
は
、
官
人
を
九
品
に
分
け
た
後
に
、
任
官
希
望
者
の
鄕

（
三

）

品
を
定
め
た
と
し
て
、
宮
崎
説
を
さ
ら
に
先
鋭
的
に
主
張
し
た
。

（
四

）

一
方
、
堀
敏
一
は
、
岡
崎
説
を
是
と
し
、
鄕
品
の
先
行
に
士
人
の
輿
論
の
反
映

を
措
定
し
、
貴
族
制
の
基
盤
を
豪
族
の
支
配
す
る
鄕
党
社
会
に
求
め
た
。
中
村
圭

（
五

）

爾
は
、
鄕
里
社
会
に
お
け
る
鄕
品
の
意
味
を
考
え
、
鄕
品
を
鄕
里
社
会
本
来
の
価

値
観
と
し
て
存
在
す
る
禮
制
に
基
づ
く
人
物
評
価
で
あ
る
と
し
、
そ
れ
は
鄕
里
社

会
の
身
分
の
表
現
と
し
て
機
能
し
、
身
分
秩
序
を
成
立
さ
せ
た
、
と
す
る
。

（
六

）

こ
う
し
た
鄕
品
を
め
ぐ
る
議
論
の
な
か
で
、
な
ぜ
九
「
品
」
な
の
か
と
い
う
問

題
は
、
な
お
ざ
り
に
さ
れ
て
き
た
。
陳
羣
が
基
づ
い
た
と
孫
楚
が
伝
え
る
班
固
の

『
漢
書
』
古
今
人
表
の
九
段
階
の
分
類
は
、
単
に
歴
史
上
の
人
物
を
並
べ
た
だ
け

で
は
な
い
。
そ
こ
に
は
、
儒
教
に
お
い
て
、
人
間
と
は
い
か
な
る
存
在
で
あ
る
か

を
考
え
る
性
説
の
展
開
の
中
で
生
ま
れ
た
性
三
品
説
が
認
め
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

（
七

）

本
稿
は
、
九
品
中
正
制
度
と
性
三
品
説
と
の
係
わ
り
を
考
察
す
る
も
の
で
あ
る
。

一
、
性
三
品
説
の
展
開

孔
子
の
言
行
録
『
論
語
』
の
中
に
は
、
の
ち
に
性
三
品
説
の
論
拠
と
な
る
三
つ

の
言
葉
が
残
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
子
貢
が
「
夫
子
の
性
と
天
道
と
を
言
ふ
は
、

得
て
聞
く
可
か
ら
ざ
る
な
り
（
夫
子
之
言
性
與
天
道
、
不
可
得
而
聞
也
）
」
（
『
論

語
』
公
冶
長
篇
）
と
述
べ
る
よ
う
に
、
孔
子
は
人
間
の
性
を
概
括
的
に
論
ず
る
こ

と
は
な
か
っ
た
。

今
日
、
性
に
関
す
る
最
古
の
議
論
が
残
る
書
は
『
孟
子
』
で
あ
る
。

告
子
篇
上

に
よ
れ
ば
、
当
時
す
で
に
⑴
人
の
性
に
は
善
も
不
善
も
な
い
（

告
子
の
説
）
、
⑵

性
は
善
も
不
善
も
な
す
こ
と
が
で
き
る
、
⑶
人
は
生
ま
れ
な
が
ら
善
者
も
不
善
者
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も
あ
る
、
と
い
う
三
つ
の
説
が
あ
っ
た
。
そ
れ
ら
に
対
し
て
、
孟
子
は
性
善
説
を

唱
え
た
の
で
あ
る
。
『
孟
子
』

告
子
篇
上
に
、

（
八

）

乃
ち
其
の
情
の
若
き
は
、
則
ち
以
て
善
を
爲
す
可
し
。
乃
ち
所
謂
る
善
な
り
。

夫
の
不
善
を
爲
す
が
若
き
は
、
才
の
罪
に
非
ざ
る
な
り
。
惻
隱
の
心
は
、
人

皆
之
有
り
。
羞
惡
の
心
は
、
人
皆
之
有
り
。
恭
敬
の
心
は
、
人
皆
之

有
り
。
是
非
の
心
は
、
人
皆
之
有
り
。
惻
隱
の
心
は
仁
な
り
。
羞
惡
の
心

は
義
な
り
。
恭
敬
の
心
は
禮
な
り
。
是
非
の
心
は
智
な
り
。
仁
義
禮
智
は
、

外
よ
り
我
を
鑠
す
る
に
非
ざ
る
な
り
。
我
之
を
固
有
す
る
な
り
。

と
あ
る
。
孟
子
は
、
人
間
で
あ
れ
ば
誰
に
も
四
つ
の
端
緒
が
生
得
的
に
具
わ
る
と

い
う
四
端
説
を
基
に
、
人
間
の
性
は
善
で
あ
り
、
そ
れ
は
本
来
、
心
に
有
し
て
い

る
も
の
と
し
た
の
で
あ
る
。

こ
れ
に
対
し
て
、
性
と
は
人
間
に
生
得
的
に
具
わ
る
自
然
の
性
質
で
あ
り
、
性

の
内
容
は
、
「
利
欲
」
や
「
疾
惡
」
で
あ
る
と
し
た
者
が
荀
子
で
あ
る
。
そ
の
た

め
、
『
荀
子
』
性
惡
篇
に
、

（
九

）

人
の
性
は
惡
に
し
て
、
其
の
善
な
る
者
は
偽
な
り
。
今
人
の
性
は
、
生
れ

な
が
ら
に
し
て
利
を
好
む
こ
と
有
り
。
是
に
順
ふ
が
故
に
争
奪
生
じ
て
辭
讓

亡
ぶ
。
生
れ
な
が
ら
に
し
て
疾
み
惡
む
こ
と
有
り
。
是
に
順
ふ
が
故
に
殘
賊

生
じ
て
忠
信
亡
ぶ
。
生
れ
な
が
ら
に
し
て
耳
目
の
欲
の
聲
色
を
好
む
こ
と
有

り
。
是
に
順
ふ
が
故
に
淫
亂
生
じ
て
禮
義
文
理
亡
ぶ
。
然
ら
ば
則
ち
人
の
性

に
從
ひ
、
人
の
情
に
順
へ
ば
、
必
ず
争
奪
に
出
で
、
犯
分
亂
理
に
合
ひ
て
暴

に
歸
す
。
故
に
必
ず
將
に
師
法
の
化
・
禮
義
の
道
有
り
、
然
る
後
に
辭
讓
に

出
で
、
文
理
に
合
ひ
て
治
に
歸
さ
ん
と
す
。
此
を
用
て
之
を
觀
る
、
然
ら
ば

則
ち
人
の
性
の
惡
な
る
こ
と
明
ら
か
な
り
。
其
の
善
な
る
者
は
偽
な
り
。

と
あ
る
よ
う
に
、
荀
子
は
、
利
欲
や
疾
惡
と
い
う
性
に
よ
り
発
生
す
る
闘
争
を

「
師
法
の
化
・
禮
義
の
道
」
に
よ
り
治
め
る
こ
と
を
主
張
し
た
の
で
あ
る
。

孟
子
の
性
善
説
と
荀
子
の
性
悪
説
は
、
性
を
「
仁
義
禮
智
」
と
い
う
善
、
「
利

欲
」
や
「
疾
惡
」
と
い
う
悪
と
捉
え
る
点
で
は
対
照
的
で
あ
る
が
、
そ
れ
ぞ
れ
建

前
と
し
て
は
、
す
べ
て
の
人
々
が
同
一
の
性
を
有
し
て
い
る
、
と
考
え
る
と
こ
ろ

に
共
通
性
が
あ
る
。
か
か
る
同
一
性
を
否
定
す
る
も
の
が
、
性
三
品
説
で
あ
る
。

そ
れ
は
董
仲
舒
学
派
に
よ
り
、
は
じ
め
て
主
張
さ
れ
た
。
『
春
秋
繁
露
』
深
察
名

（
一

〇
）

號
篇
に
、

（
一

一
）

性
を
名
づ
く
る
は
、
上
を
以
て
せ
ず
、
下
を
以
て
せ
ず
、
其
の
中
を
以
て
之

を
名
づ
く
。
性
は
繭
の
如
く
、
卵
の
如
し
。
卵
は
覆
を
待
ち
て
雛
と
爲
り
、

繭
は
繰
を
待
ち
て
絲
と
爲
り
、
性
は
教
を
待
ち
て
善
と
爲
る
、
此
を
之
れ
真

と
謂
ふ
。
天
は
民
を
生
み
、
性
は
善
質
有
る
も
、
而
る
に
未
だ
善
と
な
る
能

は
ず
、
是
に
于
て
之
が
爲
に
王
を
立
て
て
以
て
之
を
善
と
す
、
此
れ
天
意
な

り
。
民
受
け
て
未
だ
善
の
性
を
天
に
能
く
せ
ず
、
而
し
て
退
き
て
成
性
の

教
へ
を
王
に
受
く
。
王
は
天
意
を
承
け
、
民
の
性
を
成
す
を
以
て
任
と
爲
す

者
な
り
。

と
あ
る
。
董
仲
舒
学
派
は
、
人
間
の
性
を
実
際
に
は
上
・
中
・
下
の
三
種
類
に
分

け
、
そ
の
う
え
で
上
（
聖
人
）
と
下
（
小
人
）
の
性
は
議
論
せ
ず
、
た
だ
中
民
だ

け
の
性
を
扱
っ
て
い
る
。
中
民
の
性
は
、
繭
や
卵
の
よ
う
な
も
の
で
、
教
え
に
よ

っ
て
始
め
て
善
と
な
る
。
そ
の
た
め
、
天
は
王
を
立
て
中
民
を
教
化
さ
せ
る
、
と

説
く
の
で
あ
る
。

孟
子
や
荀
子
は
、
理
想
の
善
を
実
現
す
る
た
め
の
学
習
・
修
養
の
主
体
を
、
民

衆
を
も
含
め
た
個
人
と
考
え
て
い
た
。
こ
れ
に
対
し
て
、
『
春
秋
繁
露
』
で
は
、

教
化
の
主
体
は
王
に
収
斂
さ
れ
、
し
か
も
王
へ
中
民
の
教
化
を
命
じ
た
も
の
が
天

と
さ
れ
て
い
る
。
「
天
人
三
策
」
と
同
様
、
天
に
よ
る
王
（
君
主
権
力
）
の
正
統

化
を
こ
こ
に
見
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
『
春
秋
繁
露
』
に
お
い
て
、
人
間
の
性
は

（
一

二
）

上
・
中
・
下
の
三
種
に
分
け
ら
れ
、
中
民
だ
け
が
教
化
の
対
象
と
な
り
得
る
善
か

ら
悪
ま
で
の
可
能
性
を
持
つ
存
在
で
あ
る
と
い
う
、
性
三
品
説
の
基
本
が
形
成
さ

れ
た
の
で
あ
る
。

九品中正制度と性三品説



- 63 -

董
仲
舒
の
献
策
に
よ
り
太
學
に
五
經
博
士
が
置
か
れ
た
と
い
う
董
仲
舒
を
顕
彰

す
る
虚
構
が
、
班
固
の
『
漢
書
』
に
の
み
記
さ
れ
た
よ
う
に
、
董
仲
舒
学
派
の
説

（
一

三
）

は
劉
向
・
劉
歆
を
経
由
し
て
班
彪
・
班
固
父
子
に
伝
え
ら
れ
た
。
王
充
は
、
班
彪

に
師
事
し
た
と
さ
れ
る
。
こ
う
し
た
学
統
の
中
か
ら
、
王
充
の
性
三
品
説
は
生
ま

（
一

四
）

れ
た
。
王
充
は
従
来
の
性
説
を
七
説
列
挙
し
、
そ
れ
ら
の
内
容
を
吟
味
し
な
が
ら

批
判
す
る
。
そ
し
て
、
『
論
衡
』
本
性
篇
に
、

（
一

五
）

（
一

六
）

孟
子
よ
り
以
下
、
劉
子
政
に
至
る
ま
で
、
鴻
儒
博
生
、
聞
見
多
し
。
然
り
而

る
に
情
性
を
論
じ
て
、
竟
に
定
是
無
し
。
唯
だ
世
碩
・
公
孫
尼
子
の
徒
の
み
、

頗
る
其
の
正
を
得
た
り
。
…
…
余
固
に
以
へ
ら
く
、
孟
軻
人
の
性
を
ば

ゆ
ゑ

お
も

善
と
言
ふ
者
は
、
中
人
よ
り
以
上
の
者
な
り
、
孫

卿
人
の
性
を
ば
惡
と
言

ふ
者
は
、
中
人
よ
り
以
下
の
者
な
り
、
揚
雄
人
の
性
を
ば
善
惡
混
す
と
言

ふ
者
は
、
中
人
な
り
。
經
に
反
す
る
が
若
き
も
道
に
合
す
れ
ば
、
則
ち
以
て

教
と
爲
す
可
き
も
、
性
の
理
を
盡
く
す
は
、
則
ち
未
だ
し
な
り
。

と
あ
る
よ
う
に
、
七
説
の
中
で
正
し
い
も
の
は
、
性
善
の
人
も
性
悪
の
人
も
い
る

と
す
る
世
碩
・
公
孫
尼
子
の
説
で
あ
る
と
し
、
孟
子
の
性
善
は
上
智
、
荀
子
の
性

悪
は
下
愚
、
揚
雄
の
性
に
善
悪
が
混
ざ
る
と
い
う
説
は
中
人
の
こ
と
で
あ
る
、
と

自
分
の
性
に
つ
い
て
の
理
解
を
述
べ
て
い
る
。

ま
た
、
王
充
は
、
従
来
の
性
説
の
う
ち

告
子
を
批
判
す
る
議
論
の
中
で
、
『
論

衡
』
本
性
篇
に
、

（
一

七
）

人
の
善
な
る
は
固
よ
り
善
、
惡
な
る
も
亦
た
固
よ
り
惡
な
り
。
初
め
に
天
然

の
姿
を
稟
け
、
純
壹
の
質
を
受
く
。
故
に
生
れ
な
が
ら
に
し
て
兆
見
は
れ
、

善
惡
察
す
可
し
。
善
惡
を
分
つ
無
く
、
推
移
す
可
き
者
は
、
中
人
を
謂
ふ

な
り
。
善
な
ら
ず
惡
な
ら
ず
、
教
へ
を
須
ち
て
成
る
者
な
り
。
故
に
孔
子
曰

く
、
①
「
中
人
よ
り
以
上
は
、
以
て
上
を
語
ぐ
可
き
な
り
、
中
人
よ
り
以
下

つ

は
、
以
て
上
を
語
ぐ
可
か
ら
ざ
る
な
り
」
と
。

告
子
の
决
水
の
喩
を
以
て
せ

し
者
は
、
徒
だ
中
人
を
謂
ふ
の
み
、
極
善
極
惡
を
指
さ
ざ
る
な
り
。
孔
子
曰

く
、
②
ａ
「
性
相
近
き
な
り
、
習
ひ
相
遠
き
な
り
」
と
。
夫
れ
中
人
の
性

は
、
習
ふ
所
に
在
り
、
善
に
習
へ
ば
善
と
爲
り
、
惡
に
習
へ
ば
惡
と
爲
る
な

り
。
極
善
極
惡
に
至
り
て
は
、
復
た
習
ひ
に
在
る
に
非
ず
。
故
に
孔
子
曰
く
、

②
ｂ
「
惟
だ
上
智
と
下
愚
と
の
み
は
移
ら
ず
」
と
。
性
に
善
と
不
善
有
り
て
、

聖
化
賢
教
も
、
復
た
移
易
す
る
能
は
ざ
る
な
り
。

と
、
①
は
『
論
語
』
雍
也
篇
、
②
ａ
・
②
ｂ
は
『
論
語
』
陽
貨
篇
（
②
ａ
と
②
ｂ

は
続
き
の
文
）
と
い
う
『
論
語
』
の
文
章
を
引
用
し
て
い
る
。
こ
れ
に
③
『
論

語
』
季
氏
篇
の
、
「
孔
子
曰
く
、
『
生
ま
れ
な
が
ら
に
し
て
之
を
知
る
者
は
、
上

（
一

八
）

な
り
。
學
び
て
之
を
知
る
者
は
、
次
な
り
。
困
み
て
之
を
學
ぶ
は
、
又
其
の
次

な
り
。
困
み
て
學
ば
ざ
る
は
、
民
斯
れ
を
下
と
爲
す
』
と
」
を
加
え
る
と
性
三

品
説
の
論
拠
と
し
て
こ
の
の
ち
引
用
さ
れ
て
い
く
『
論
語
』
の
典
拠
が
す
べ
て
揃

う
こ
と
に
な
る
。
王
充
の
議
論
は
、
諸
説
の
批
判
と
い
う
点
に
お
い
て
は
、
漢
の

性
三
品
説
を
代
表
す
る
充
実
し
た
も
の
で
は
あ
る
が
、
『
論
語
』
の
引
用
は
二
箇

所
に
止
ま
っ
て
い
る
。

こ
れ
に
対
し
て
、
『
漢
書
』
卷
二
十
古
今
人
表
八
に
は
、

（
一

九
）

孔
子
曰
く
、
⑴
「
聖
と
仁
と
の
若
き
は
、
則
ち
吾
れ
豈
に
敢
へ
て
せ
ん
や
」

と
。
又
曰
く
、
⑵
「
何
ぞ
仁
を
事
と
せ
ん
、
必
ず
や
聖
か
。
⑶
未
だ
知
ら
ず
、

焉
ん
ぞ
仁
な
る
を
得
ん
。
③
生
ま
れ
な
が
ら
に
し
て
之
を
知
る
者
は
、
上
な

り
。
學
び
て
之
を
知
る
者
は
、
次
な
り
。
困
み
て
之
を
學
ぶ
は
、
又
其
の

次
な
り
。
困
み
て
學
ば
ざ
る
は
、
民
斯
れ
を
下
と
爲
す
」
と
。
又
曰
く
、

「
①
中
人
よ
り
以
上
は
、
以
て
上
を
語
ぐ
可
き
な
り
。
②
惟
だ
上
智
と
下
愚

つ

と
の
み
は
移
ら
ず
」
と
。
傳
に
曰
く
、
「
譬
へ
ば
堯
・
舜
、
禹
・
稷
・

畠
は

之
と
與
に
善
を
爲
せ
ば
則
ち
行
は
れ
、

鮌
・
讙
兜
は
與
に
惡
を
爲
さ
ん
と
欲

す
れ
ば
則
ち

誅
せ
ら
る
る
が
如
し
。
與
に
善
を
爲
す
可
く
も
、
與
に
惡
を
爲

す
可
か
ら
ず
、
是
れ
を
ば
上
智
と
謂
ふ
。
桀
・
紂
、
龍
逢
・
比
干
は
之
と
與

に
善
を
爲
さ
ん
と
欲
す
れ
ば
則
ち

誅
せ
ら
れ
、
于
莘
・
崇
侯
は
之
と
與
に
惡

九品中正制度と性三品説
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を
爲
せ
ば
則
ち
行
は
る
。
與
に
惡
を
爲
す
可
く
も
、
與
に
善
を
爲
す
可
か
ら

ず
、
是
れ
を
ば
下
愚
と
謂
ふ
。
齊
の
桓
公
は
、
管
仲
之
に
相
た
れ
ば
則
ち

霸
、
豎
貂
之
に
輔
た
れ
ば
則
ち
亂
。
與
に
善
を
爲
す
可
く
、
與
に
惡
を
爲

す
可
し
、
是
れ
を
ば
中
人
と
謂
ふ
」
と
。
茲
に
因
り
て
以
て
九
等
の
序
を
列

し
、
經
傳
を
究
極
し
、
繼
世
相
次
ぎ
て
、
古
今
の
略
要
を
總
備
す
と
云
ふ
。

と
あ
る
。
班
固
が
著
し
た
『
漢
書
』
古
今
人
表
は
、
➀
～
③
を
含
む
『
論
語
』
の

六
章
を
典
拠
に
挙
げ
な
が
ら
（
⑴
は
述
而
篇
、
⑵
は
雍
也
篇
、
⑶
は
公
冶
長
篇
）
、

す
べ
て
の
人
間
を
上
智
・
下
愚
・
中
人
の
三
つ
に
分
類
す
る
。
さ
ら
に
そ
れ
を
上

上
・
上
中
・
上
下
、
中
上
・
中
中
・
中
下
、
下
上
・
下
中
・
下
下
の
合
計
九
段
階

に
分
類
し
た
上
で
、
歴
史
上
の
人
物
を
こ
の
九
段
階
の
枠
に
入
れ
、
一
覧
表
と
し

て
い
る
。
性
三
品
説
と
し
て
高
い
完
成
度
を
持
つ
著
述
と
言
え
よ
う
。

こ
う
し
て
董
仲
舒
学
派
が
生
み
出
し
た
性
三
品
説
は
、
王
充
・
班
固
に
よ
っ
て

展
開
さ
れ
、
後
漢
末
の
荀
悦
に
継
承
さ
れ
た
。
獻
帝
の
命
に
よ
り
『
漢
書
』
を
元

に
紀
伝
体
の
『
漢
紀
』
を
著
し
た
荀
悦
の
性
三
品
説
は
、
そ
の
内
容
か
ら
も
班
固

の
継
承
で
あ
る
こ
と
が
理
解
で
き
る
。
『
申
鑒
』
雜
言
篇
下
に
、

（
二

〇
）

（
二

一
）

或
ひ
と
天
命
・
人
事
を
問
ふ
。
曰
く
、
「
三
品
有
り
。
上
下
は
移
ら
ず
、
其

の
中
は
則
ち
人
事
焉
に
存
す
る
の
み
。
命
は
相
近
く
、
事
は
相
遠
し
。
則

ち
吉
凶
殊
な
れ
り
。
故
に
曰
く
、
『
理
を
窮
め
性
を
盡
く
し
て
、
以
て
命

に
至
る
』
と
。
孟
子
は
性
善
を
稱
し
、
荀

卿
は
性
惡
を
稱
す
。
公
孫
子
曰
く
、

『
性
に
善
惡
無
し
』
と
。
揚
雄
曰
く
、
『
人
の
性
は
善
惡
渾
る
』
と
。
劉

ま
じ

向
曰
く
、
『
性
情
は
相
應
じ
、
性
は
獨
り
善
な
ら
ず
、
情
は
獨
り
惡
な
ら

ず
』
と
」
と
。
曰
く
、
「
其
の
理
を
問
ふ
」
と
。
曰
く
、
「
性
善
な
れ
ば
則

ち
四
凶
無
く
、
性
惡
な
れ
ば
則
ち
三
仁
人
無
し
。
善
惡
無
け
れ
ば
、
文
王
の

教
へ
は
一
な
れ
ば
、
則
ち
周
公
・
管
・
蔡
無
し
。
性
善
に
し
て
情
惡
な
れ
ば
、

是
れ
桀
・
紂
は
性
無
く
、
而
し
て
堯
・
舜
は
情
無
き
な
り
。
性
は
善
惡
皆

渾
れ
ば
、
是
れ
上
智
は
惠
を
懷
き
而
る
に
下
愚
は
善
を
挾
む
や
、
理
ま
た
、

未
だ
究
め
ざ
る
な
り
。
惟
だ
向
の
言
の
み
然
り
と
爲
す
」
と
。

と
あ
る
よ
う
に
、
荀
悦
は
孟
子
の
性
善
説
・
荀
子
の
性
悪
説
・
公
孫
（
尼
）
子
の

性
に
善
悪
無
し
と
す
る
説
・
揚
雄
の
性
は
善
悪
が
混
ざ
る
と
の
説
・
劉
向
の
性
が

善
で
情
が
悪
な
の
で
は
な
く
混
ざ
っ
て
い
る
と
の
説
を
掲
げ
た
後
、
劉
向
の
説
を

正
し
い
と
す
る
。
注
（

一
五
）
に
掲
げ
た
王
充
の
諸
説
の
総
括
と
微
妙
に
異
な
り
、

（
二

二
）

ま
た
公
孫
尼
子
の
性
を
是
と
す
る
王
充
と
結
論
も
異
な
る
こ
と
が
理
解
で
き
よ
う
。

そ
の
上
で
、
荀
悦
は
、
『
申
鑒
』
雑
言
篇
下
に
、

（
二

三
）

或
ひ
と
曰
く
、
「
善
惡
皆
性
な
る
や
、
則
ち
法
教
何
ぞ
施
さ
ん
」
と
。

曰
く
、
「
性
は
善
と
雖
も
、
教
へ
を
待
ち
て
成
る
。
性
は
惡
と
雖
も
、
法
を

待
ち
て
消
ゆ
。
唯
だ
上
智
下
愚
は
移
ら
ず
。
其
の
次
は
善
惡
交
も
爭
ふ
。

こ
も

ご

是
に
於
て
教
へ
も
て
其
の
善
を
扶
け
、
法
も
て
其
の
惡
を
抑
へ
、
之
を
九
品

に
施
す
を
得
れ
ば
、
教
へ
に
從
ふ
者
は
半
ば
、
刑
を
畏
る
る
者
は
四
分
の
三
、

其
の
移
ら
ざ
る
の
大
數
は
、
九
分
の
一
な
り
。
一
分
の
中
、
又
微
か
に
移

る
者
有
り
。
然
ら
ば
則
ち
法
教
の
民
を
化
す
や
、
之
を
盡
く
す
に
幾
し
。

ち
か

法
教
の
失
に
及
ぶ
や
、
其
の
亂
を
爲
す
こ
と
亦
た
之
の
如
し
。

と
述
べ
、
班
固
の
性
三
品
を
九
等
に
分
け
る
説
を
継
承
す
る
。
荀
悦
に
よ
れ
ば
、

九
品
に
分
か
た
れ
る
人
間
の
う
ち
、
九
品
の
半
ば
、
す
な
わ
ち
五
品
ま
で
は
、
教

＝
禮
の
対
象
と
さ
れ
、
刑
罰
の
対
象
外
で
あ
る
。
ま
た
、
残
り
の
四
分
の
三
、
つ

ま
り
六
品
以
下
は
、
刑
罰
の
対
象
と
さ
れ
る
。
九
分
の
一
は
下
愚
で
教
・
刑
の
対

（
二

四
）

象
外
で
あ
る
が
、
そ
の
中
か
ら
少
し
だ
け
だ
が
移
る
者
も
あ
る
、
と
す
る
。
西
晉

の
五
等
爵
制
で
も
、
五
品
官
ま
で
が
賜
爵
の
対
象
と
な
り
、
刑
罰
の
対
象
外
と
さ

れ
て
い
く
。
西
晉
の
國
子
學
に
入
学
を
許
さ
れ
る
者
も
ま
た
、
五
品
官
ま
で
の
子

弟
で
あ
っ
た
。
性
三
品
説
の
な
か
で
、
九
品
官
制
や
九
品
中
正
制
度
が
運
用
さ
れ

（
二

五
）

て
い
る
こ
と
の
傍
証
と
な
ろ
う
。
ま
た
、
荀
悦
が
九
等
に
分
か
つ
に
際
し
、
九
品

と
「
品
」
の
字
を
使
用
し
て
い
る
こ
と
に
も
留
意
し
た
い
。

以
上
の
よ
う
に
、
孟
子
の
性
善
説
か
ら
始
ま
っ
た
人
間
と
は
い
か
な
る
存
在
で

九品中正制度と性三品説
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あ
る
か
を
考
え
る
性
説
は
、
董
仲
舒
学
派
の
『
春
秋
繁
露
』
で
生
ま
れ
た
性
三
品

説
が
班
固
『
漢
書
』
・
王
充
『
論
衡
』
に
受
け
継
が
れ
、
後
漢
末
に
は
荀
悦
の
人

間
を
九
品
に
分
か
つ
性
三
品
説
へ
と
展
開
し
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
で
は
、
か
か
る

性
三
品
説
は
、
い
か
な
る
政
治
過
程
の
中
で
、
九
品
中
正
制
度
へ
と
反
映
し
た
の

で
あ
ろ
う
か
。

二
、
唯
才
主
義
と
才
性
四
本
論

「
は
じ
め
に
」
で
掲
げ
た
『
孫
楚
集
』
の
逸
文
が
、
「
又
魏
武
は
奇
を

胷
臆

よ
り
抜
き
、
才
を
収
む
る
に
階
次
を
問
は
ず
。
豈
に
九
品
に
賴
り
、
而
る
後
に
人

を
得
る
や
（
又
魏
武
抜
奇
次
於

胷
臆
、
収
才
不
問
階
次
、
豈
賴
九
品
而
後
得

人
）
」
（
『
太
平
御
覧
』
卷
二
百
六
十
五
職
官
部
六
十
三
）
と
続
く
よ
う
に
、
曹

魏
の
基
礎
を
築
い
た
武
帝
曹
操
は
、
「
階
次
を
問
は
ず
」
に
「
才
を
収
」
め
た
。

い
わ
ゆ
る
「
唯
才
主
義
」
で
あ
る
。
そ
の
際
、
曹
操
は
、
『
三
國
志
』
卷
一
武

帝
紀
に
、

（
二

六
）

（
建
安
）
十
五
年
春
、
令
を
下
し
て
曰
く
、
…
…
若
し
必
ず
廉
士
に
し
て
而

る
後
に
用
ふ
可
く
ん
ば
、
則
ち
齊
桓
は
其
れ
何
を
以
て
か
世
に
霸
た
る
や
。

今
天
下
に
褐
を
被
り
玉
を
懷
き
て
渭
濱
に
釣
る
者
有
る
こ
と
無
き
を
得
る

か
。
又
嫂
を
盗
み
金
を
受
け
て
未
だ
無
知
に
遇
は
ざ
る
者
無
き
を
得
る
か
。

二
・
三
子
、
其
れ
我
を
佐
け
て
仄
陋
を
明
揚
せ
よ
。
唯
だ
才
是
れ
擧
げ
よ
。

吾
得
て
之
を
用
ひ
ん
。

と
あ
り
、
『
三
國
志
』
卷
一
武
帝
紀
注
引
『
魏
書
』
に
、

（
二

七
）

若
し
文
俗
の
吏
に
し
て
、
高
才
異
質
な
る
も
の
、
或
い
は
將
守
と
爲
る
に
堪

ふ
る
も
、
汙
辱
の
名
、
笑
ふ
る
の
行
ひ
を
負
ふ
も
の
、
或
い
は
不
仁
不
孝
に

し
て
治
國
用
兵
の
術
有
る
も
の
、
其
れ
各
々
知
る
所
を
擧
げ
、
遺
す
所
有
る

勿
か
れ
。

と
あ
る
よ
う
に
、
仁
・
孝
と
い
っ
た
性
と
才
と
を
対
照
的
に
捉
え
た
。
こ
れ
は
、

直
接
的
に
は
、
鄕
里
に
お
け
る
孝
・
廉
な
者
を
官
僚
と
し
て
登
用
し
て
い
た
後
漢

の
官
僚
登
用
制
度
で
あ
る
鄕
挙
里
選
へ
の
批
判
で
あ
る
。
が
、
本
質
的
に
は
、
性

が
善
良
な
者
は
、
官
僚
と
し
て
の
才
能
も
優
れ
て
い
る
、
と
す
る
儒
教
へ
の
異
議

の
申
し
立
て
で
あ
っ
た
。
人
間
と
し
て
優
れ
て
い
る
こ
と
と
、
官
僚
と
し
て
国
家

の
役
に
立
つ
こ
と
と
は
、
同
じ
で
は
な
い
。
か
か
る
「
唯
才
主
義
」
を
掲
げ
て
、

曹
操
は
荀
彧
ら
「
名
士
」
の
持
つ
儒
教
的
価
値
観
を
揺
さ
ぶ
っ
た
の
で
あ
る
。

荀
彧
が
曹
操
に
殺
害
さ
れ
る
よ
う
な
せ
め
ぎ
あ
い
を
経
な
が
ら
も
、
曹
丕
と
曹

植
の
後
継
者
争
い
に
乗
じ
て
勢
力
を
盛
り
返
し
た
「
名
士
」
は
、
嫡
長
子
相
続
と

い
う
春
秋
の
義
を
押
し
立
て
て
、
曹
丕
を
全
面
的
に
支
持
し
た
。
そ
の
結
果
、
曹

（
二

八
）

丕
が
後
継
者
と
な
り
、
漢
魏
革
命
に
よ
り
曹
魏
を
建
国
し
よ
う
と
す
る
時
、
荀
彧

の
娘
婿
で
あ
っ
た
陳
羣
の
献
策
し
た
も
の
が
、
九
品
中
正
制
度
な
の
で
あ
る
。

後
漢
末
に
お
い
て
、
性
三
品
説
を
受
け
継
い
で
い
た
荀
悦
は
、
荀
彧
の
従
兄
に

あ
た
り
、
と
も
に
侍
中
と
し
て
獻
帝
に
仕
え
て
い
た
。
陳
羣
は
荀
彧
の
娘
婿
に
あ

た
り
、
彧
の
死
後
「
潁
川
グ
ル
ー
プ
」
が
共
有
し
て
い
た
「
寛
」
治
か
ら
「
猛
」

政
へ
の
政
治
理
念
の
展
開
の
中
で
、
肉
刑
の
復
活
を
試
み
、
そ
れ
を
通
じ
て
培
っ

た
知
識
を
も
と
に
「
新
律
十
八
篇
」
の
編
纂
者
の
一
人
と
な
っ
て
い
る
。
荀
悦
も

ま
た
、
『
申
鍳
』
時
事
篇
に
、
弛
緩
し
た
後
漢
の
「
寛
」
治
を
「
猛
」
政
に
よ
り

建
て
直
す
た
め
の
具
体
策
と
し
て
、
肉
刑
の
復
活
を
主
張
し
て
い
る
。
両
者
の
学

（
二

九
）

問
的
な
繋
が
り
は
明
ら
か
で
あ
る
。
と
な
れ
ば
、
人
物
の
徳
性
に
よ
り
生
じ
た
名

声
に
よ
っ
て
官
僚
就
官
希
望
者
を
九
品
に
分
け
て
鄕
品
を
与
え
る
、
と
い
う
陳
羣

が
提
唱
し
た
九
品
中
正
制
度
は
、
九
「
品
」
と
い
う
基
準
を
設
け
て
い
る
こ
と
に

端
的
に
表
れ
る
よ
う
に
、
荀
悦
の
性
三
品
説
の
影
響
を
受
け
て
い
る
と
考
え
て
よ

い
。
す
る
と
、
鄕
品
は
性
に
、
す
な
わ
ち
人
と
し
て
の
あ
り
方
に
、
基
づ
い
て
附

与
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
導
か
れ
る
。

こ
う
し
て
九
品
中
正
制
度
が
、
「
孝
」
を
文
化
的
価
値
の
根
底
と
し
て
運
用
さ

九品中正制度と性三品説
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れ
て
い
た
こ
と
の
理
由
が
明
ら
か
と
な
る
。
魏
晉
期
に
お
け
る
鄕
品
の
「
貶
議
」

の
事
例
は
、
ほ
と
ん
ど
が
禮
制
の
違
反
を
理
由
と
す
る
も
の
で
あ
り
、
就
中
、
喪

服
禮
を
踏
み
外
し
た
不
孝
の
事
例
が
多
い
。
鄕
品
の
「
品
」
は
本
来
、
性
三
品
説

（
三

〇
）

に
基
づ
き
、
人
と
し
て
い
か
な
る
存
在
で
あ
る
か
、
を
基
準
と
し
て
い
る
た
め
、

高
品
で
あ
れ
ば
あ
る
ほ
ど
、
性
善
、
す
な
わ
ち
孟
子
の
い
う
「
仁
義
禮
智
」
、
さ

ら
に
は
そ
の
根
底
に
置
か
れ
る
「
孝
」
に
近
づ
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
東
晉
の

司
馬
睿
の
勧
進
に
努
め
な
が
ら
母
に
不
孝
で
あ
っ
た
温
嶠
が
、
高
い
郷
品
を
得
ら

れ
な
か
っ
た
理
由
で
あ
る
（
注
（

三
〇
）
所
掲
渡
邉
論
文
参
照
）
。
孝
を
踏
み
外
し

た
者
は
、
い
か
に
政
治
的
な
功
績
が
あ
ろ
う
が
、
高
い
鄕
品
は
附
与
さ
れ
な
い
の

で
あ
る
。

こ
う
し
た
鄕
品
の
あ
り
方
か
ら
考
え
る
と
、
注
（
三
）
所
掲
宮
崎
著
書
の
よ
う

に
、
官
職
に
九
品
が
あ
る
こ
と
を
前
提
と
し
て
、
こ
れ
に
応
ず
る
よ
う
に
鄕
品
が

九
品
と
い
う
形
を
と
っ
た
、
と
理
解
で
き
な
い
こ
と
が
分
か
る
。
性
三
品
説
は
、

鄕
品
に
反
映
す
べ
き
人
と
し
て
の
あ
り
方
を
考
え
る
も
の
で
、
官
品
と
し
て
表
現

さ
れ
る
官
僚
と
し
て
の
地
位
の
高
下
を
規
定
す
る
も
の
で
は
な
い
か
ら
で
あ
る
。

（
三

一
）

そ
れ
で
は
曹
操
が
提
起
し
た
孝
廉
や
仁
義
と
い
っ
た
性
が
善
で
あ
る
者
は
、
必

ず
官
僚
と
し
て
能
力
が
高
い
の
か
、
と
い
う
問
題
は
、
九
品
中
正
制
度
に
反
映
し

て
い
な
い
の
で
あ
ろ
う
か
。
『
三
國
志
』
卷
二
十
一
傅
嘏
傳
に
、

（
三

二
）

方
に
今
九
州
の
民
、
爰
に
京
城
に
及
ぶ
ま
で
、
未
だ
六
鄕
の
擧
有
ら
ず
、

其
の
選
才
の
職
は
、
吏
部
に
專
任
す
。
品
状
を
案
ず
れ
ば
則
ち
實
才
は
未
だ

必
ず
し
も
當
た
ら
ず
、
薄
伐
に
任
ず
れ
ば
則
ち
德
行
は
未
だ

敍
を
爲
さ
ず
、

此
の
如
き
は
則
ち
殿
最
の
課
、
未
だ
人
才
を
盡
く
さ
ず
。

と
あ
る
よ
う
に
、
明
帝
の
景
初
年
間
（
二
三
七
～
二
三
九
年
）
に
、
劉
劭
の
「
都

官
考
課
」
を
批
判
す
る
議
論
の
中
で
、
傅
嘏
は
「
實
才
」
と
「
德
行
」
を
対
照
的

な
も
の
と
し
て
扱
っ
て
い
る
。
曹
操
の
問
題
提
起
が
生
か
さ
れ
て
い
る
と
言
え
よ

う
。
そ
し
て
、
「
品
状
」
で
は
実
才
が
、
「
薄
伐
」
で
は
德
行
が
得
ら
れ
な
い
、

と
し
て
い
る
の
で
あ
る
か
ら
、
品
状
は
徳
行
を
、
薄
伐
は
実
才
を
記
し
た
も
の
と

考
え
て
よ
い
。
中
村
圭
爾
に
よ
れ
ば
、
薄
伐
と
は
「
簿
伐
」
あ
る
い
は
「
簿
世
」

の
こ
と
で
あ
り
、
父
祖
の
官
名
の
ほ
か
に
本
人
の
官
歴
が
記
さ
れ
、
官
人
と
し
て

ど
の
程
度
の
適
応
性
が
あ
る
か
現
実
的
に
判
断
で
き
る
も
の
で
あ
る
と
い
う
。
首

（
三

三
）

肯
し
得
る
見
解
で
あ
る
。

品
と
状
に
関
し
て
は
、
『
三
國
志
』
卷
二
十
三
常
林
傳
注
引
『
魏
略
』
に
、

（
三

四
）

先
時
國
家
始
め
て
九
品
を
制
し
、
各
々
諸
郡
を
し
て
中
正
を
選
置
し
、
公

卿
よ
り
以
下
、
郎
吏
に
至
る
ま
で
、
功
德
材
行
の
任
ず
る
所
を
差

敍
せ
し
む
。

（
吉
）
茂
の
同
郡
の
護
羌
校
尉
た
る
王
琰
、
前
に
數
々
郡
守
と
爲
り
、
名

清
白
爲
ら
ず
。
而
し
て
琰
の
子
た
る
嘉
諸
縣
を
仕
歴
し
、
亦
た
復
た
通
人

と
爲
る
。
嘉
時
に
還
り
て
散
騎
郎
と
爲
り
、
馮
翊
郡
嘉
を
移
し
て
中
正
と

爲
す
。
嘉
茂
を

敍
す
に
上
第
に
在
り
と
雖
も
、
而
る
に
状
は
甚
だ
下
し
、

云
ふ
、
「
德
優
れ
る
も
能
少
な
し
」
と
。
茂
慍
り
て
曰
く
、
「
痛
し
き
か

な
、
我
汝
が
父
子
の
冠
幘
も
て
人
を
劫
す
を
效
は
ん
や
」
と
。

な
ら

と
あ
る
。
こ
こ
で
の
上
第
と
は
鄕
品
が
高
い
こ
と
を
指
す
の
で
、
鄕
品
は
高
く
て

も
状
の
低
い
場
合
の
あ
っ
た
こ
と
が
分
か
る
。
状
の
内
容
で
あ
る
「
德
優
れ
る

も
能
少
な
し
」
は
、
全
体
と
し
て
低
い
評
価
で
あ
る
が
、
徳
が
優
れ
て
い
る
こ

と
は
否
定
さ
れ
て
い
な
い
。
そ
れ
が
鄕
品
が
上
第
で
あ
る
所
以
な
の
で
あ
ろ
う
。

す
な
わ
ち
、
状
に
は
才
能
と
徳
行
の
双
方
を
記
載
す
る
が
、
品
は
徳
に
よ
っ
て
規

定
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
品
が
性
三
品
説
に
基
づ
き
成
立
し
た
理
念
で
あ

る
た
め
、
人
間
の
本
来
的
な
あ
り
方
、
す
な
わ
ち
徳
行
に
よ
っ
て
判
断
す
べ
き
も

の
で
あ
っ
た
こ
と
を
端
的
に
示
す
。
先
に
掲
げ
た
傅
嘏
傳
の
記
述
は
、
状
よ
り
も

さ
ら
に
明
確
に
才
能
を
表
記
し
て
あ
る
簿
伐
に
対
し
て
、
才
能
と
徳
行
が
書
か
れ

て
い
る
状
と
徳
行
に
よ
り
定
ま
る
品
と
を
「
品
状
」
と
併
せ
て
表
現
し
て
徳
行
を

示
す
も
の
と
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
つ
ま
り
、
九
品
中
正
制
度
下
に
お
い
て
は
、
性

三
品
説
に
基
づ
き
、
徳
行
な
ど
人
間
と
し
て
の
本
来
的
な
あ
り
方
を
基
準
に
判
断

九品中正制度と性三品説
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さ
れ
る
品
と
、
官
僚
と
し
て
の
才
能
を
記
す
状
さ
ら
に
簿
伐
と
い
う
二
つ
の
基
準

に
よ
り
人
事
が
行
わ
れ
た
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。

「
上
品
に
寒
門
無
し
、
下
品
に
勢
族
無
し
」
と
い
う
言
葉
で
有
名
な
劉
毅
の

「
中
正
八
損
」
の
議
に
も
、
『
晉
書
』
卷
四
十
五
劉
毅
傳
に
、

（
三

五
）

品
を
以
て
人
を
取
れ
ば
、
或
い
は
才
能
の
長
ず
る
所
に
非
ず
、
状
を
以
て
人

を
取
れ
ば
、
則
ち
本
品
の
限
る
所
と
爲
る
。

と
あ
る
よ
う
に
、
品
を
基
準
と
す
れ
ば
才
能
が
つ
い
て
こ
ず
、
状
を
基
準
と
す
る

と
品
が
満
た
さ
れ
ず
高
官
に
抜
擢
で
き
な
い
こ
と
が
嘆
か
れ
て
い
る
。

そ
れ
で
は
、
性
＝
品
と
才
＝
状
・
簿
伐
と
い
う
二
つ
の
基
準
の
う
ち
、
ど
ち
ら

が
優
先
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
『
三
國
志
』
卷
二
十
二
盧
毓
傳
に
、

（
三

六
）

（
盧
）
毓
人
を
選
擧
す
る
に
及
び
、
先
づ
性
行
を
擧
げ
、
而
る
後
に
才
を

言
ふ
。
黄
門
の
李
豐
嘗
て
以
て
毓
に
問
ふ
。
毓
曰
く
、
「
才
は
善
を
爲
す

所
以
な
り
。
故
に
大
才
は
大
善
を
成
し
、
小
才
は
小
善
を
成
す
。
今
之
を

才
有
る
と
稱
す
る
も
而
る
に
善
を
爲
す
能
は
ざ
れ
ば
、
是
の
才
器
に
中
ら

ざ
る
な
り
」
と
。

と
あ
り
、
吏
部
尚
書
の
盧
毓
が
、
性
を
優
先
し
て
才
を
後
回
し
に
し
て
い
た
こ
と

が
伝
え
ら
れ
る
。
こ
う
し
た
盧
毓
の
人
事
基
準
を
嫌
い
、
盧
毓
を
吏
部
尚
書
か
ら

追
っ
て
、
何
晏
を
吏
部
尚
書
に
任
命
し
た
者
が
曹
爽
で
あ
っ
た
。
司
馬
懿
に
対
抗

（
三

七
）

し
て
曹
室
の
再
建
を
目
指
し
た
曹
爽
は
、
夏
侯
玄
に
九
品
中
正
制
度
の
改
革
策
を

提
案
さ
せ
、
人
事
を
吏
部
尚
書
に
一
元
化
す
る
こ
と
に
よ
り
、
君
主
権
力
の
強
化

を
目
指
し
た
。
『
三
國
志
』
卷
九
夏
侯
玄
傳
に
、

（
三

八
）

夫
れ
才
を
官
し
人
を
用
ふ
る
は
、
國
の
柄
な
り
。
故
に
銓
衡
を
ば
臺
閣
に
專

ら
に
す
る
は
、
上
の
分
な
り
。
孝
行
は
閭
巷
に
存
し
、
優
劣
を
ば
之
を
鄕
人

に
任
ぬ
る
は
、
下
の

敍
な
り
。
夫
れ
教
を
清
く
し
選
を
審
ら
か
に
せ
ん
と
欲

す
れ
ば
、
其
の
分

敍
を
明
ら
か
に
し
、
相
渉
ら
し
め
ざ
る
に
在
る
の
み
。

と
あ
る
よ
う
に
、
夏
侯
玄
は
「
才
を
官
」
す
る
も
の
は
国
家
で
あ
り
、
臺
閣
、
具

体
的
に
は
吏
部
尚
書
の
何
晏
が
人
事
を
管
掌
す
べ
き
で
あ
り
、
「
孝
行
」
は
鄕
人
、

す
な
わ
ち
中
正
官
が
鄕
品
と
し
て
定
め
れ
ば
よ
い
と
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
と

も
に
中
正
官
が
掌
握
し
て
い
る
性
＝
品
と
才
＝
状
の
う
ち
、
後
者
を
中
心
に
人
事

を
吏
部
尚
書
が
運
用
し
、
中
正
官
の
権
限
を
限
定
し
よ
う
と
し
た
の
で
あ
る
。

（
三

九
）

こ
う
し
た
政
治
闘
争
を
背
景
と
し
な
が
ら
展
開
さ
れ
て
い
た
議
論
が
「
才
性
四

本
論
」
で
あ
る
。
実
用
的
な
才
能
を
「
才
」
と
し
、
人
間
の
道
徳
的
な
素
質
を

「
性
」
と
し
て
、
両
者
の
関
係
を
論
じ
る
「
才
性
四
本
論
」
は
、
「
名
士
」
が
自

ら
の
人
物
評
価
を
見
直
す
中
か
ら
生
ま
れ
た
哲
学
的
な
議
論
で
あ
る
。
そ
こ
で
は
、

（
四

〇
）

才
と
性
の
関
係
は
、
「
同
」
・
「
異
」
・
「
合
」
・
「
離
」
の
四
つ
の
立
場
か
ら
論
じ
ら

れ
る
。
「
同
」
論
は
、
才
と
性
と
を
同
一
概
念
の
異
称
と
す
る
。
後

漢
の

孝
廉
と

同
様
な
考
え
方
で
あ
る
。
「
異
」
論
は
、
才
と
性
と
を
本
来
別
物
と
す
る
。
曹
操

の
唯
才
主
義
と
同
質
で
あ
る
。
「
合
」
論
は
、
も
と
も
と
別
物
の
才
と
性
が
合
致

す
る
よ
う
に
な
る
と
し
、
「
離
」
論
は
才
と
性
と
が
乖
離
し
た
方
向
を
取
る
と
す

る
。
前
二
者
そ
れ
ぞ
れ
の
発
展
型
と
考
え
て
よ
い
。

前
掲
の
よ
う
に
、
性
を
優
先
す
る
盧
毓
に
、
人
事
基
準
を
確
認
し
た
者
は
李
豐

で
あ
っ
た
。
李
豐
は
曹
爽
派
で
「
異
」
論
を
説
く
。
す
な
わ
ち
、
曹
操
の
唯
才
主

義
を
継
承
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
「
同
」
・
「
合
」
論
者
の
傅

（
四

一
）

蝦
・
鍾
會
は
、
司
馬
氏
派
の
人
物
で
あ
っ
た
。
才
性
四
本
論
は
、
こ
の
後
も
、
清

談
の
重
要
な
話
題
の
一
つ
と
し
て
継
承
さ
れ
て
い
く
。
そ
れ
は
、
「
異
」
「
離
」

（
四

二
）

論
が
才
を
優
先
す
る
非
貴
族
主
義
的
な
、
「
同
」
「
合
」
論
が
、
後
述
の
よ
う
に
、

や
が
て
家
柄
を
表
す
こ
と
に
な
る
性
＝
品
を
重
視
す
る
、
官
僚
制
度
の
運
用
を
そ

れ
ぞ
れ
正
当
化
す
る
も
の
で
あ
っ
た
た
め
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
は
、
貴
族
に
と
っ
て

論
議
で
き
て
当
然
な
重
要
な
話
題
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

夏
侯
玄
の
改
革
策
に
対
し
て
、
司
馬
懿
は
州
大
中
正
の
制
を
提
唱
し
、
既
得
権

を
守
る
こ
と
で
「
名
士
」
の
支
持
を
集
め
、
正
始
の
政
変
に
よ
り
曹
爽
一
派
を
打

倒
し
た
。
才
性
四
本
論
で
言
え
ば
、
「
同
」
「
合
」
の
立
場
が
勝
利
を
収
め
た
の

（
四

三
）

九品中正制度と性三品説
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で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
性
＝
品
を
定
め
る
鄕
品
に
よ
っ
て
、
官
才
が
定
ま
る

こ
と
に
な
っ
た
。
鄕
品
に
よ
っ
て
官
品
が
規
定
さ
れ
、
そ
こ
に
吏
部
尚
書
や
皇
帝

権
力
が
介
入
で
き
な
い
と
い
う
意
味
に
お
い
て
、
「
名
士
」
の
自
律
性
が
こ
こ
に

実
現
し
た
と
言
う
こ
と
が
で
き
よ
う
。

し
か
し
、
西
晉
の
基
礎
を
築
い
た
司
馬
昭
は
、
そ
う
し
た
「
名
士
」
の
自
律
性

が
西
晉
の
貴
族
に
継
承
さ
れ
る
こ
と
を
嫌
っ
た
。
五
品
官
以
上
の
臣
下
に
五
等
爵

を
賜
与
す
る
こ
と
を
通
じ
て
、
爵
制
的
秩
序
に
よ
り
貴
族
を
序
列
化
す
る
と
共
に
、

自
己
と
貴
族
と
の
差
別
化
を
行
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
結
果
、
『
晉
書
』
卷
三
十

六
衞
瓘
傳
に
、

（
四

四
）

（
衞
）
瓘
以
へ
ら
く
、
魏
九
品
を
立
つ
る
は
、
是
れ
權
時
の
制
に
し
て
、

經
通
の
道
に
非
ざ
れ
ば
、
宜
し
く
古
の
鄕
擧
里
選
に
復
す
べ
し
と
。
…
…
其

の
始
め
て
造
る
や
、
鄕
邑
の
清
議
、
爵
位
に
拘
ら
ず
、
褒
貶
の
加
ふ
る
所
、

勸
勵
と
爲
す
に
足
り
、
猶
ほ
鄕
論
の
餘
風
有
り
。
中
間
に
漸
く
染
ま
り
、
遂

に
資
を
計
り
て
品
を
定
め
、
天
下
を
し
て
觀
望
せ
し
め
、
唯
だ
位
に
居
る
を

以
て
貴
と
爲
し
、
人
は
徳
を
弃
て
て
道
業
を
忽
せ
に
し
、
多
少
を
錐
刀
の
末

に
爭
ひ
、
風
俗
を
傷
損
し
、
其
の
弊
細
か
ら
ず
。

と
あ
る
よ
う
に
、
九
品
中
正
制
度
は
、
「
資
を
計
り
て
品
を
定
め
」
る
よ
う
に
な

っ
た
。
こ
こ
で
の
「
資
」
と
は
爵
位
を
指
す
。
ま
た
、
爵
位
は
官
位
と
は
異
な
り

世
襲
が
可
能
で
あ
る
。
品
は
資
、
す
な
わ
ち
爵
位
を
世
襲
し
得
る
貴
族
の
家
柄
に

よ
っ
て
定
ま
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
う
し
て
五
等
爵
の
賜
与
に
よ
っ
て

形
成
さ
れ
た
爵
制
的
秩
序
に
基
づ
く
国
家
的
身
分
制
は
、
州
大
中
正
の
制
と
あ
い

ま
っ
て
、
世
襲
性
を
帯
び
た
官
僚
制
度
の
運
用
と
い
う
中
国
貴
族
制
の
最
も
顕
著

な
特
徴
を
生
み
出
し
た
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
西
晉
に
お
い
て
家
柄
に
よ
っ
て
品
が
定
ま
る
貴
族
制
が
成
立
す
る

と
、
性
は
品
と
し
て
表
現
さ
れ
る
た
め
、
性
は
家
柄
と
な
る
。
す
な
わ
ち
生
ま
れ

な
が
ら
に
し
て
人
間
と
し
て
の
本
質
が
定
ま
っ
て
し
ま
う
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ

る
。
こ
れ
は
後
漢
末
に
荀
悦
が
性
三
品
説
を
継
承
し
た
時
と
は
異
な
る
社
会
状
況

で
あ
り
、
こ
の
現
実
に
対
応
す
る
こ
と
が
哲
学
に
求
め
ら
れ
て
い
く
。
こ
う
し
て

梁
の
皇
侃
の
性
三
品
説
が
展
開
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

三
、
九
品
中
正
制
度
と
皇
侃
の
性
三
品
説

梁
の
皇
侃
は
、
呉
郡
の
出
身
で
會
稽
の
賀
瑒
に
師
事
し
て
、
三
禮
・
論
語
に
長

じ
、
員
外
散
騎
侍
郎
・
國
子
助
教
と
な
っ
て
、
大
同
十
（
五
四
五
）
年
に
五
十
八

歳
で
卒
し
た
（
『
梁
書
』
卷
四
十
八
皇
侃
傳
）
。
そ
の
著
書
『
論
語
義
疏
』
は
、

中
国
で
は
南
宋
ご
ろ
に
散
佚
し
た
が
、
日
本
に
は
写
本
が
伝
存
し
、
大
正
十
二

（
一
九
二
三
）
年
に
、
大
阪
の
懐
徳
堂
よ
り
武
内
義
雄
の
校
勘
記
と
と
も
に
出
版

さ
れ
た
。
喬
秀
岩
に
よ
れ
ば
、
『
論
語
義
疏
』
の
特
徴
は
「
通
」
に
あ
り
、
広
く

（
四

五
）

異
説
を
記
録
し
、
一
つ
の
説
に
拘
る
こ
と
な
く
、
異
説
を
並
存
し
て
詳
細
な
分
析

を
加
え
た
。
ま
た
、
理
の
貫
通
を
追
求
し
、
そ
の
思
考
は
非
常
に
精
密
犀
利
で
あ

る
と
い
う
。

（
四

六
）

皇
侃
は
、
こ
れ
ま
で
の
性
三
品
説
で
も
論
拠
と
さ
れ
て
き
た
①
雍
也
、
②
季
氏
、

③
陽
貨
の
三
篇
に
お
い
て
、
性
三
品
説
を
展
開
す
る
。
雍
也
篇
で
は
、
師
の
賀
瑒

の
説
を
踏
襲
し
な
が
ら
、
人
の
賢
愚
の
「
品
識
」
を
九
品
に
分
け
て
い
る
（
『
論

語
義
疏
』
雍
也
篇
）
。
松
村
巧
は
、
こ
こ
に
人
物
を
九
品
に
品
別
す
る
南
朝
貴
族

社
会
の
現
実
が
深
く
結
び
つ
い
て
い
る
と
す
る
が
、
九
品
に
分
け
る
こ
と
だ
け
で

（
四

七
）

あ
れ
ば
、
貴
族
制
成
立
以
前
の
荀
悦
の
性
三
品
説
に
お
い
て
、
そ
れ
は
す
で
に
行

わ
れ
て
い
る
。
季
氏
篇
で
は
、
生
知
で
あ
る
一
品
の
上
智
と
移
ら
な
い
九
品
の
下

愚
を
除
い
た
、
残
り
の
七
品
と
学
と
の
関
係
を
述
べ
る
が
、
性
三
品
説
と
し
て
の

新
し
み
は
無
い
。
陽
貨
篇
に
は
、

（
四

八
）

性
な
る
者
は
人
の
稟
く
る
所
に
し
て
以
て
生
ず
る
な
り
、
習
な
る
者
は
生
ま

れ
て
而
る
後
に
儀
有
り
て
、
常
に
行
習
す
る
所
の
事
を
謂
ふ
な
り
。
人
倶

九品中正制度と性三品説
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に
天
地
の
氣
を
稟
け
て
以
て
生
ま
る
。
復
た
厚
薄
殊
な
る
こ
と
有
る
と
雖

も
、
而
れ
ど
も
同
じ
く
是
れ
氣
に
稟
く
。
故
に
相
近
し
と
曰
ふ
な
り
。
…

…
若
し
生
の
始
め
に
有
ら
ば
、
便
ち
天
地
・
陰
陽
・
氛
氳
の
氣
に
稟
く
。
氣

に
清
濁
有
り
。
若
し
稟
く
る
に
淳
清
な
る
者
を
得
れ
ば
則
ち
聖
人
と
爲
り
、

若
し
淳
濁
な
る
者
を
得
れ
ば
則
ち
愚
人
と
爲
る
。
愚
人
の
淳
濁
は
、
澄
ま
す

と
雖
も
亦
た
清
ま
ず
、
聖
人
の
淳
清
は
、
之
を
攪
す
も
濁
ら
ず
。
故
に
上

み
だ

聖
は
昏
亂
の
世
に
遇
ふ
も
、
其
の
眞
を
撓
む
能
は
ず
、
下
愚
は
重
堯
疊
舜
に

値
ふ
も
、
其
の
惡
を
變
ず
る
能
は
ず
。
故
に
云
ふ
、
「
唯
だ
上
智
と
下
愚
と

は
移
ら
ざ
る
な
り
」
と
。
而
し
て
上
智
よ
り
以
下
、
下
愚
よ
り
以
上
、
二
者

の
中
間
、
顏
・
閔
よ
り
以
下
、
一
善
よ
り
以
上
は
、
其
の
中
も
亦
た
清
多
く

濁
少
な
く
、
或
い
は
濁
多
く
清
少
な
く
、
或
い
は
半
ば
清
半
ば
濁
な
り
。

之
を
澄
ま
せ
ば
則
ち
清
く
、
之
を
攪
せ
ば
則
ち
濁
る
。
此
の
如
き
の
徒
以

て
世
の
變
改
に
隨
ふ
。
若
し
善
に
遇
は
ば
則
ち
清
升
し
、
惡
に
逢
は
ば
則
ち

滓
淪
す
。
所
以
に
別
に
云
ふ
、
「
性
は
相
近
く
、
習
ひ
は
相
遠
し
」
と
。

ゆ
ゑ

と
あ
り
、
こ
こ
に
皇
侃
の
性
三
品
説
の
特
徴
が
現
れ
て
い
る
。
性
が
三
品
、
さ
ら

に
は
九
品
に
分
か
れ
る
理
由
は
、
人
間
が
こ
の
世
に
生
ま
れ
る
時
、
誰
し
も
が
天

地
か
ら
受
け
る
氣
の
清
濁
・
厚
薄
に
依
る
。
純
粋
の
清
氣
を
受
け
れ
ば
聖
人
と
な

り
、
純
粋
の
濁
氣
を
受
け
れ
ば
愚
人
と
な
り
、
清
濁
混
ざ
っ
た
氣
を
受
け
る
と
中

人
に
な
る
と
い
う
。
す
な
わ
ち
、
生
ま
れ
に
よ
り
、
氣
の
清
濁
の
多
少
が
あ
ら
か

じ
め
決
ま
っ
て
お
り
、
そ
れ
に
よ
っ
て
人
間
の
性
の
善
悪
は
定
ま
っ
て
し
ま
う
、

と
す
る
の
で
あ
る
。

こ
う
し
た
氣
に
基
づ
く
宿
命
論
は
、
王
充
に
も
見
ら
れ
る
。
す
で
に
掲
げ
た

『
論
衡
』
本
性
篇
で
、
「
人
の
善
な
る
は
固
よ
り
善
、
惡
な
る
も
亦
た
固
よ
り
惡

な
り
。
初
め
に
天
然
の
姿
を
稟
け
、
純
壹
の
質
を
受
く
。
故
に
生
れ
な
が
ら
に
し

て
兆
見
は
れ
、
善
惡
察
す
可
し
」
と
述
べ
て
い
る
よ
う
に
、
王
充
も
ま
た
、
人

は
生
ま
れ
な
が
ら
に
し
て
善
悪
が
定
ま
っ
て
い
る
と
考
え
て
い
た
。
『
論
衡
』
命

義
篇
に
、

（
四

九
）

凡
そ
人
の
命
を
受
く
る
、
父
母
氣
を
施
す
の
時
に
在
り
て
、
已
に
吉
凶
を

得
る
な
り
。
夫
れ
性
と
命
と
は
異
な
り
、
或
い
は
性
は
善
な
る
も
命
は
凶
、

或
い
は
性
は
惡
な
る
も
命
は
吉
な
り
。
操
行
の
善
惡
な
る
者
は
性
な
り
、
禍

福
の
吉
凶
な
る
者
は
命
な
り
。

と
あ
る
よ
う
に
、
王
充
も
性
の
善
悪
は
人
が
生
ま
れ
る
時
に
父
母
か
ら
授
か
る

「
氣
」
に
よ
る
と
し
て
い
る
。
し
か
し
、
注
（
七
）
所
掲
森
著
書
も
指
摘
す
る
よ

う
に
、
王
充
は
性
が
三
品
の
い
ず
れ
に
な
る
の
か
は
、
全
く
の
偶
然
で
あ
り
、
そ

れ
は
ひ
と
え
に
無
心
の
天
の
な
せ
る
わ
ざ
と
し
て
い
た
。
そ
こ
に
家
系
や
氣
の
清

濁
を
親
か
ら
受
け
継
ぐ
と
い
う
考
え
は
な
い
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
皇
侃

は
生
ま
れ
な
が
ら
の
「
氣
」
に
よ
り
人
の
性
が
九
品
に
分
か
れ
る
と
考
え
て
い
る
。

王
充
に
は
無
か
っ
た
生
ま
れ
な
が
ら
の
「
氣
」
の
「
清
濁
」
を
問
題
と
し
て
い
る

と
こ
ろ
に
、
現
実
が
強
く
反
映
し
て
い
る
。

皇
侃
の
仕
え
た
梁
の
武
帝
は
、
天
監
七
（
五
〇
八
）
年
に
、
大
規
模
な
官
制
改

革
を
行
っ
た
。
注
（
三
）
所
掲
宮
崎
著
書
に
よ
れ
ば
、
そ
れ
は
官
の
清
濁
に
よ
っ

て
九
品
官
制
の
六
品
以
上
を
流
内
十
八
班
に
再
編
成
し
た
も
の
で
あ
る
。
各
班
の

筆
頭
官
に
は
当
時
一
流
の
清
官
が
並
び
、
貴
族
に
と
っ
て
は
官
位
が
上
が
っ
て
も

濁
官
に
就
く
こ
と
は
、
栄
転
と
は
考
え
ら
れ
な
い
よ
う
な
官
の
配
列
と
な
っ
て
い

た
。
個
人
の
履
歴
は
直
ち
に
家
の
履
歴
で
あ
り
、
も
し
昇
進
を
急
ぐ
の
あ
ま
り
、

濁
官
に
つ
く
と
家
格
の
清
濁
に
傷
が
つ
い
て
、
子
孫
ま
で
も
が
迷
惑
を
被
る
も
の

で
あ
っ
た
、
と
い
う
。
す
な
わ
ち
、
家
格
と
い
う
生
ま
れ
の
清
濁
を
最
も
重
要
視

す
る
官
制
改
革
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
皇
侃
が
、
生
ま
れ
た
時
の
氣
の
清
濁
に
よ
り
、

性
の
九
品
が
定
ま
る
と
説
い
た
社
会
条
件
が
こ
こ
に
あ
る
。

こ
う
し
て
性
三
品
説
は
、
生
ま
れ
な
が
ら
に
し
て
高
位
高
官
を
独
占
す
る
貴
族

の
世
襲
性
を
正
統
化
す
る
理
念
と
な
っ
た
。
こ
の
の
ち
、
唐
代
に
編
纂
さ
れ
た

『
五
經
正
義
』
で
は
、
性
三
品
説
の
經
學
的
根
拠
は
さ
ら
に
拡
大
し
て
『
尚
書
』

九品中正制度と性三品説
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堯
典
、
『
禮
記
』
中
庸
な
ど
に
も
及
ぶ
。
し
か
し
、
唐
は
漢
の
如
き
儒
教
一
尊
の

時
代
で
は
な
い
た
め
、
か
か
る
貴
族
の
み
を
正
統
化
す
る
硬
直
し
た
人
間
観
で
は
、

そ
れ
以
外
の
人
々
を
満
足
さ
せ
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。
性
三
品
説
を
継
承
す

る
韓
愈
が
、
仏
教
・
道
教
を
気
に
す
る
所
以
で
あ
る
。
と
り
わ
け
、
仏
教
の
平
等

（
五

〇
）

性
は
、
差
別
を
基
底
に
お
く
儒
教
に
と
っ
て
脅
威
で
あ
っ
た
。
『
韓
昌
黎
文
集
』

（
五

一
）

原
性
篇
に
、

（
五

二
）

性
な
る
者
は
、
生
ま
る
る
と
倶
に
生
ず
る
な
り
。
情
な
る
者
は
、
物
に
接
し

て
生
ず
る
な
り
。
性
の
品
に
三
有
り
、
而
し
て
其
の
爲
性
な
る
所
以
の
者
は

五
な
り
。
…
…
今
の
言
ふ
者
は
、
佛
老
を
雜
へ
て
言
ふ
な
り
。
佛
老
を
雜
へ

て
言
ふ
者
は
、
奚
ぞ
言
ひ
て
異
な
ら
ざ
ら
ん
。

と
あ
る
よ
う
に
、
韓
愈
は
自
ら
性
三
品
説
を
主
張
し
な
が
ら
、
韓
愈
以
外
の
性
三

品
説
は
仏
教
・
老
子
を
加
味
し
て
い
る
と
批
判
す
る
。
加
味
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
ほ
ど
、
性
三
品
説
が
追
い

詰
め
ら
れ
て
い
た
と
考
え
て
も
よ
い
。

北
宋
の

郉
昺

『
論
語
正
義
』
は
、
そ
れ
で
も
皇
侃
を
踏
襲
し
て
性
三
品
説
を
述
べ
た
。
し
か
し
、

南
宋
の

朱
熹
に
よ
っ
て
集
大
成
さ
れ
る
宋
学
の
展
開
に
お
い
て
、
性
説
は
理
と
の

係
わ
り
の
中
で
再

検
討
さ
れ
、
性
三
品
説
は

放
棄
さ
れ
る
に
至
る
。
性
三
品
説
を

必
要
と
す
る
貴
族
制
は
、
唐
代
で

終
焉
を

迎
え
て
い
た
の
で
あ
る
。

お
わ
り
に

思
想
は
時
代
と
適
合
す
る
こ
と
に
よ
り
現
実
を
規
定
し
、
現
実
は
思
想
形
成
の

前
提
条
件
と
な
る
。
董
仲
舒
学
派
が
『
春
秋
繁
露
』
で

創
設
し
た
性
三
品
説
は
、

班
固
の
『
漢
書
』
と
王
充
の
『
論
衡
』
を
経
、
後
漢
末
の
荀
悦
に
至
っ
て
人
を
九

品
に

区
別
す
る
思
想
へ
と
展
開
し
、
陳
羣
の
献
策
に
よ
る
九
品
中
正
制
度
を
成
立

さ
せ
た
。
性
三
品
説
の
持
つ
差
別
性
は
、
人
間
を
階

層
化
し
て
い
く
貴
族
制
の
現

実
と
適
合
し
た
の
で
あ
る
。
西
晉
で
施
行
さ
れ
た
五
等
爵
制
と
結
合
し
た
九
品
中

正
制
度
は
、
清
官
（
上
品
）
に
貴
族
を
濁
官
（
下
品
）
に
寒
門
を
世
襲
的
に
就
官

さ
せ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
貴
族
に
生
ま
れ
る
か
、
寒
門
に
生
ま
れ
る
か
に
よ
り
、

官
の
清
濁
、
そ
れ
を
規
定
す
る
鄕
品
の
上
下
、
鄕
品
に
よ
り
表
現
さ
れ
る
性
の
善

悪
が
定
ま
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
王
充
の
影
響
を
受
け
な
が
ら
、
梁
の
皇

侃
は
、
清
の
氣
か
ら
は
善
性
が
生
ま
れ
、
濁
の
氣
か
ら
は
悪
性
が
導
か
れ
る
と
の

宿
命
論
的
主
張
を
特
徴
と
す
る
九
品
か
ら
成
る
性
三
品
説
を
主
張
し
た
。
貴
族
制

の
世
襲
性
が
性
三
品
説
の
中
の
宿
命
論
的
要
素
を
助
長
し
た
の
で
あ
る
。
九
品
中

正
制
度
が

廃
止
さ
れ
て
も
、
貴
族
制
は
残
存
し
て
い
た
唐
代
に
は
、
性
三
品
説
は

継
承
さ
れ
た
。
し
か
し
、
貴
族
制
が

崩
壊
し
た
宋
代
に
は
、
性
三
品
説
は
完
全
に

崩
壊
し
、
理
と
結
び
つ
い
た
性
説
が
語
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。

《
注
》

（
一
）
九
品
漢
氏
本
無
。
班
固
著
漢
書
、
序
往
代
賢
智
、
以
爲
九
條
。
此
蓋
記
鬼
録
次
第
耳
。
而

陳
群
依
之
、
以
品
生
人
（『
太
平
御
覽
』
卷
二
百
六
十
五
職
官
部
六
十
三
）。

マ
マ

（
二
）
岡
崎
文
夫
「
九
品
中
正
考
」（『
支
那
学
』
三
―
三
、
一
九
二
二
年
、『
南
北
朝
に
於
け
る

社
会
経
済
制
度
』
弘
文
堂
、
一
九
三
五
年
に
所
収
)。

（
三
）
宮
崎
市
定
『
九
品
官
人
法
の
研
究
─
─
科
擧
前
史
』（
東
洋
史
研
究
会
、
一
九
五
六
年
、

『
宮
崎
市
定
全
集
』
六
、
岩
波
書
店
、
一
九
九
二
年
）

（
四
）
矢
野
主
税
「
魏
晉
中
正
制
に
つ
い
て
の
一
考
察
」
（
『
史
学
研
究
』
八
二
、
一
九
六
一

年
）・「
魏
晉
中
正
制
の
性
格
に
つ
い
て
の
一
考
察
─
─
鄕
品
と
起
家
官
品
の
対
応
を
手
掛
り

と
し
て
」（『
史
学
雑
誌
』
七
二
―
二
、
一
九
六
三
年
）。

（
五
）
堀
敏
一
「
九
品
中
正
制
度
の
成
立
を
め
ぐ
っ
て
─
─
魏
晉
の
貴
族
制
社
会
に
か
ん
す
る
一

考
察
」
(『
東
洋
文
化
研
究
所
紀
要
』
四
五
、
一
九
六
八
年
）。

（
六
）
中
村
圭
爾
「
九
品
官
人
法
に
お
け
る
鄕
品
に
つ
い
て
」（『
人
文
研
究
』
三
六
―
九
、
一
九

八
四
年
、『
六
朝
貴
族
制
研
究
』
風
間
書
房
、
一
九
八
七
年
）。

（
七
）
性
説
の
展
開
の
中
か
ら
性
三
品
説
が
生
ま
れ
る
過
程
に
つ
い
て
は
、
森
三
樹
三
郎
『
上
古

九品中正制度と性三品説
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よ
り
漢
代
に
至
る
性
命
観
の
展
開
』（
創
文
社
、
一
九
七
一
年
）、
張
岱
年
『
中
国
哲
学
大

綱
』（
中
国
社
会
科
学
出
版
社
、
一
九
八
二
年
）
第
二
部
分
「
人
生
論
」
を
参
照
。

（
八
）
乃
若
其
情
、
則
可
以
爲
善
矣
。
乃
所
謂
善
也
。
若
夫
爲
不
善
、
非
才
之
罪
也
。
惻
隱
之
心
、

人
皆
有
之
。
羞
惡
之
心
、
人
皆
有
之
。
恭
敬
之
心
、
人
皆
有
之
。
是
非
之
心
、
人
皆
有
之
。

惻
隱
之
心
仁
也
。
羞
惡
之
心
義
也
。
恭
敬
之
心
禮
也
。
是
非
之
心
智
也
。
仁
義
禮
智
、
非
由

外
鑠
我
也
。
我
固
有
之
也
（
『
孟
子
』
告
子
篇
上
）。
ま
た
、
大
濱
晧
「
孟
子
と
告
子
の
論

争
」（『
名
古
屋
大
学
文
学
部
十
周
年
記
念
論
集
』
名
古
屋
大
学
文
学
部
、
一
九
五
九
年
）
も

参
照
。

（
九
）
人
之
性
惡
、
其
善
者
偽
也
。
今
人
之
性
、
生
而
有
好
利
焉
。
順
是
故
争
奪
生
而
辭
讓
亡
焉
。

生
而
有
疾
惡
焉
。
順
是
故
殘
賊
生
而
忠
信
亡
焉
。
生
而
有
耳
目
之
欲
好
聲
色
焉
。
順
是
故
淫

亂
生
而
禮
義
文
理
亡
焉
。
然
則
從
人
之
性
、
順
人
之
情
、
必
出
於
争
奪
、
合
於
犯
分
亂
理
而

歸
於
暴
。
故
必
將
有
師
法
之
化
・
禮
義
之
道
、
然
後
出
於
辭
讓
、
合
於
文
理
而
歸
於
治
。
用

此
觀
之
、
然
則
人
之
性
惡
明
矣
。
其
善
者
偽
也
（『
荀
子
』
性
惡
篇
）。

（
一
〇
）『
春
秋
繁
露
』
を
董
仲
舒
そ
の
人
だ
け
で
は
な
く
、
そ
の
後
学
や
亜
流
な
ど
も
含
む
董
仲

舒
学
派
の
思
想
を
表
し
た
も
の
と
考
え
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
池
田
知
久
「
中
国
古
代
の
天

人
相
関
論
―
―
董
仲
舒
の
場
合
」（
『
世
界
史
像
の
形
成
』
東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
九
四

年
）
を
参
照
。

（
一
一）
名
性
、
不
以
上
、
不
以
下
、
以
其
中
名
之
。
性
如
繭
、
如
卵
。
卵
待
覆
而
爲
雛
、
繭
待
繰

而
爲
絲
、
性
待
教
而
爲
善
、
此
之
謂
真
。
天
生
民
、
性
有
善
質
、
而
未
能
善
、
于
是
爲
之
立

王
以
善
之
、
此
天
意
也
。
民
受
未
能
善
之
性
于
天
、
而
退
受
成
性
之
教
於
王
。
王
承
天
意
、

以
成
民
之
性
爲
任
者
也
。（『
春
秋
繁
露
』
深
察
名
號
篇
）。
な
お
、
鍾
肇
鵬
（
主
編
）『
春
秋

繁
露
校
釋
』
河
北
人
民
出
版
社
、
二
〇
〇
五
年
）
を
参
照
し
た
。

（
一

二
）『
漢
書
』
董
仲
舒
傳
に
記
載
さ
れ
る
「
天
人
三
策
」
に
、
皇
帝
の
主
体
性
や
能
動
性
を
支

持
し
、
天
子
の
権
力
を
保
障
す
る
「
王
権
神
授
説
」
の
よ
う
な
実
効
的
理
論
を
見
る
こ
と
に

つ
い
て
は
、
池
子
知
久
「
中
国
古
代
の
天
人
相
関
論
」（
前
掲
）
を
参
照
。

（
一

三
）『
漢
書
』
董
仲
舒
傳
に
含
ま
れ
る
史
料
的
偏
向
に
つ
い
て
は
、
福
井
重
雅
『
漢
代
儒
教
の

史
的
研
究
』（
汲
古
書
院
、
二
〇
〇
五
年
）
を
参
照
。
し
た
が
っ
て
、
前
漢
武
帝
期
に
儒
教

の
国
教
化
を
求
め
得
な
い
こ
と
は
、
渡
邉
義
浩
（
編
）『
両
漢
の
儒
教
と
政
治
権
力
』
汲
古

書
院
、
二
〇
〇
五
年
）
を
参
照
。

（
一

四
）
王
充
の
生
涯
に
つ
い
て
は
、
大
久
保
隆
郎
「
王
充
伝
私
論
」（
Ⅰ
）（
Ⅱ
）（
Ⅲ
）（『
福
島

大
学
教
育
学
部
論
集
』
人
文
科
学
部
門
三
五
～
三
七
、
一
九
八
三
～
八
五
年
）
を
参
照
。

（
一
五）
第
一
は
性
善
の
人
も
性
悪
の
人
も
い
る
と
す
る
世
碩
・
公
孫
尼
子
の
説
、
第
二
は
孟
子
の

性
善
説
、
第
三
は
性
に
善
悪
は
な
い
と
す
る
告
子
の
説
、
第
四
は
荀
子
の
性
悪
説
、
第
五
は

人
間
は
禮
義
の
性
を
持
つ
と
す
る
陸
賈
の
説
、
第
六
は
人
間
の
性
は
天
の
陽
気
よ
り
、
情
は

天
の
陰
気
よ
り
生
じ
た
と
す
る
董
仲
舒
の
説
、
第
七
は
性
は
生
得
的
な
の
も
の
で
身
体
の
内

に
あ
っ
て
外
に
現
れ
な
い
状
態
、
情
は
物
に
接
し
た
後
の
も
の
で
外
に
現
れ
た
状
態
と
す
る

劉
向
の
説
で
あ
る
（『
論
衡
』
本
性
篇
）。

（
一
六）
自
孟
子
以
下
、
至
劉
子
政
、
鴻
儒
博
生
、
聞
見
多
矣
。
然
而
論
情
性
、
竟
無
定
是
。
唯
世

碩
・（
儒
）
公
孫
尼
子
之
徒
、
頗
得
其
正
。
…
…
余
固
以
、
孟
軻
言
人
性
善
者
、
中
人
以
上

者
也
、
孫
卿
言
人
性
惡
者
、
中
人
以
下
者
也
、
揚
雄
言
人
性
善
惡
混
者
、
中
人
也
。
若
反
經

合
道
、
則
可
以
爲
教
、
盡
性
之
理
、
則
未
也
（『
論
衡
』
本
性
篇
）。
な
お
、
黄
暉
『
論
衡
校

釋
』（
中
華
書
局
、
一
九
九
〇
年
）
に
よ
り
、「
儒
公
孫
尼
子
」
を
「
公
孫
尼
子
」
に
改
め
た
。

（
一
七）
人
善
固
善
、
惡
亦
固
惡
。
初
稟
天
然
之
姿
、
受
純
壹
之
質
。
故
生
而
兆
見
、
善
惡
可
察
。

無
分
於
善
惡
、
可
推
移
者
、
謂
中
人
也
。
不
善
不
惡
、
須
教
成
者
也
。
故
孔
子
曰
、
中
人
以

上
、
可
以
語
上
也
、
中
人
以
下
、
不
可
以
語
上
也
。
告
子
之
以
决
水
喩
者
、
徒
謂
中
人
、
不

指
極
善
極
惡
也
。
孔
子
曰
、
性
相
近
也
、
習
相
遠
也
。
夫
中
人
之
性
、
在
所
習
焉
、
習
善
而

爲
善
、
習
惡
而
爲
惡
也
。
至
於
極
善
極
惡
、
非
復
在
習
。
故
孔
子
曰
、
惟
上
智
與
下
愚
不
移
。

性
有
善
不
善
、
聖
化
賢
教
、
不
能
復
移
易
也
（『
論
衡
』
本
性
篇
）。

（
一
八）
孔
子
曰
、
生
而
知
之
者
、
上
也
。
學
而
知
之
者
、
次
也
。
困
而
學
之
、
又
其
次
也
。
困
而

不
學
、
民
斯
爲
下
矣
（『
論
語
』
季
氏
篇
）。

（
一
九）
孔
子
曰
、
若
聖
與
仁
、
則
吾
豈
敢
。
又
曰
、
何
事
於
仁
、
必
也
聖
乎
。
未
知
、
焉
得
仁
。

生
而
知
之
者
、
上
也
。
學
而
知
之
者
、
次
也
。
困
而
學
之
、
又
其
次
也
。
困
而
不
學
、
民
斯

爲
下
矣
。
又
曰
、
中
人
以
上
、
可
以
語
上
也
。
唯
上
智
與
下
愚
不
移
。
傳
曰
、
譬
如
堯
・
舜
、

禹
・
稷
・
畠
與
之
爲
善
則
行
、
鮌
・
讙
兜
欲
與
爲
惡
則
誅
。
可
與
爲
善
、
不
可
與
爲
惡
、
是

謂
上
智
。
桀
・
紂
、
龍
逢
・
比
干
欲
與
之
爲
善
則
誅
、
于
莘
・
崇
侯
與
之
爲
惡
則
行
。
可
與

爲
惡
、
不
可
與
爲
善
、
是
謂
下
愚
。
齊
桓
公
、
管
仲
相
之
則
霸
、
豎
貂
輔
之
則
亂
。
可
與
爲

九品中正制度と性三品説
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善
、
可
與
爲
惡
、
是
謂
中
人
。
因
茲
以
列
九
等
之
序
、
究
極
經
傳
、
繼
世
相
次
、
總
備
古
今

之
略
要
云
（『
漢
書
』
卷
二
十
古
今
人
表
八
）。

（
二
〇）
王
充
の
思
想
は
、
蔡
邕
が
初
め
て
呉
で
『
論
衡
』
を
入
手
し
談
論
の
助
け
と
し
、
王
朗
が

『
論
衡
』
を
得
る
と
異
人
か
ら
異
書
を
得
た
と
言
わ
れ
た
よ
う
に
（『
後
漢
書
』
列
傳
三
十

九
王
充
傳
注
所
引
袁
山
松
『
後
漢
書
』
）
、
後
漢
で
は
あ
ま
り
広
ま
ら
な
か
っ
た
。
注

（
七
）
所
掲
森
著
書
も
、
荀
悦
は
『
論
衡
』
を
見
る
機
会
を
得
な
か
っ
た
、
と
し
て
い
る
。

（
二
一）
或
問
天
命
・
人
事
。
曰
、
有
三
品
焉
。
上
下
不
移
、
其
中
則
人
事
存
焉
爾
。
命
相
近
也
、

事
相
遠
也
。
則
吉
凶
殊
矣
。
故
曰
、
窮
理
盡
性
、
以
至
於
命
。
孟
子
稱
性
善
、
荀
卿
稱
性
惡
。

公
孫
子
曰
、
性
無
善
惡
。
揚
雄
曰
、
人
之
性
善
惡
渾
。
劉
向
曰
、
性
情
相
應
、
性
不
獨
善
、

情
不
獨
惡
。
曰
、
問
其
理
。
曰
、
性
善
則
無
四
凶
、
性
惡
則
無
三
仁
人
。
無
善
惡
、
文
王
之

教
一
也
、
則
無
周
公
・
管
・
蔡
。
性
善
情
惡
、
是
桀
・
紂
無
性
、
而
堯
・
舜
無
情
也
。
性
善

惡
皆
渾
、
是
上
智
懷
惠
而
下
愚
挾
善
也
、
理
也
、
未
究
矣
。
惟
向
言
爲
然
（『
申
鑒
』
雜
言

篇
下
）。

（
二
二）
渡
辺
東
一
郎
「
荀
悦
の
性
説
に
つ
い
て
」（『
集
刊
東
洋
学
』
九
三
、
二
〇
〇
五
年
）
は
、

荀
悦
は
劉
向
の
性
情
相
応
説
を
継
承
し
、
性
そ
れ
自
体
に
は
善
悪
は
な
く
、
行
動
の
善
悪
は

生
ま
れ
つ
き
の
性
に
よ
っ
て
限
定
さ
れ
な
い
。
そ
れ
故
に
、
中
人
は
上
下
に
品
階
を
移
る
こ

と
が
で
き
、
だ
か
ら
こ
そ
教
化
と
法
令
が
必
要
な
の
だ
と
し
た
、
と
し
て
い
る
。

（
二
三）
或
曰
、
善
惡
皆
性
也
、
則
法
教
何
施
。
曰
、
性
雖
善
、
待
教
而
成
。
性
雖
惡
、
待
法
而
消
。

唯
上
智
下
愚
不
移
。
其
次
善
惡
交
爭
。
於
是
教
扶
其
善
、
法
抑
其
惡
、
得
施
之
九
品
、
從
教

者
半
、
畏
刑
者
四
分
之
三
、
其
不
移
大
數
、
九
分
之
一
也
。
一
分
之
中
、
又
有
微
移
者
矣
。

然
則
法
教
之
於
化
民
也
、
幾
盡
之
矣
。
及
法
教
之
失
也
、
其
爲
亂
亦
如
之
（『
申
鑒
』
雜
言

篇
下
）。

（
二
四）
前
漢
の
董
仲
舒
学
派
は
、
上
の
性
を
持
つ
統
治
者
が
、
中
の
性
を
持
つ
者
に
は
教
え
を
用

い
て
対
処
す
べ
き
こ
と
を
唱
え
る
一
方
、
下
の
性
を
持
つ
者
に
は
刑
罰
を
行
使
す
る
こ
と
を

承
認
す
る
（『
春
秋
繁
露
』
五
行
相
勝
篇
）。
後
漢
の
王
符
も
同
様
に
、
性
三
品
説
に
基
づ
い

て
、
下
愚
極
悪
の
者
に
対
す
る
刑
罰
の
適
用
を
主
張
し
て
い
る
（『
潛
夫
論
』
述
赦
篇
）。

（
二
五）
渡
邉
義
浩
「
西
晉
に
お
け
る
國
子
學
の
設
立
」（『
東
洋
研
究
』
一
五
九
、
二
〇
〇
六
年
）。

な
お
、
西
晉
に
お
け
る
五
等
爵
に
つ
い
て
は
、
別
稿
の
用
意
が
あ
る
。

（
二
六
）（
建
安
）
十
五
年
春
、
下
令
曰
、
…
…
若
必
廉
士
而
後
可
用
、
則
齊
桓
其
何
以
霸
世
。
今

天
下
得
無
有
被
褐
懷
玉
而
釣
于
渭
濱
者
乎
。
又
得
無
盜
嫂
受
金
而
未
遇
無
知
者
乎
。
二
・
三

子
、
其
佐
我
明
揚
仄
陋
。
唯
才
是
擧
。
吾
得
而
用
之
（『
三
國
志
』
巻
一
武
帝
紀
）。

（
二
七）
若
文
俗
之
吏
、
高
才
異
質
、
或
堪
爲
將
守
、
負
汙
辱
之
名
、
見
笑
之
行
、
或
不
仁
不
孝
而

有
治
國
用
兵
之
術
、
其
各
擧
所
知
、
勿
有
所
遺
（
『
三
國
志
』
卷
一
武
帝
紀
注
引
『
魏

書
』）。

（
二
八）
曹
操
と
「
名
士
」
の
せ
め
ぎ
あ
い
、
な
ら
び
に
曹
丕
・
曹
植
の
後
継
者
争
い
に
つ
い
て
は
、

渡
邉
義
浩
「
三
國
時
代
に
お
け
る
『
文
學
』
の
政
治
的
宣
揚
―
―
六
朝
貴
族
制
形
成
史
の
視

点
か
ら
」（『
東
洋
史
研
究
』
五
四
―
三
、
一
九
九
五
年
、『
三
國
政
権
の
構
造
と
「
名
士
」』

汲
古
書
院
、
二
〇
〇
四
年
に
所
収
）
を
参
照
。

（
二
九）
渡
邉
義
浩
「「
寛
」
治
か
ら
「
猛
」
政
へ
」（『
東
方
学
』
一
〇
二
、
二
〇
〇
一
年
、『
三
國

政
権
の
構
造
と
「
名
士
」』
前
掲
に
所
収
）
を
参
照
。

（
三
〇
）
渡
邉
義
浩
「
九
品
中
正
制
度
に
お
け
る
『
孝
』」（『

大
東
文
化
大
学
漢
学
会
誌
』
四
一
、

二
〇
〇
二
年
、『
三
國
政
権
の
構
造
と
「
名
士
」』
前
掲
に
所
収
）
を
参
照
。

（
三
一）
梁
の
武
帝
の
天
監
七
（
五
〇
八
）
年
に
官
制
改
革
が
行
わ
れ
、
九
品
の
官
制
が
廃
止
さ
れ

て
十
八
「
班
」
官
制
に
官
品
の
名
称
が
変
更
さ
れ
た
際
に
も
、
鄕
品
と
い
う
名
称
は
変
わ
ら

な
か
っ
た
。
こ
れ
は
「
品
」
と
い
う
概
念
が
、
官
品
よ
り
も
郷
品
を
表
現
す
る
た
め
に
用
い

ら
れ
て
い
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

（
三
二）
方
今
九
州
之
民
、
爰
及
京
城
、
未
有
六
鄕
之
擧
、
其
選
才
之
職
、
專
任
吏
部
。
案
品
状
則

實
才
未
必
當
、
任
薄
伐
則
德
行
未
爲
敍
、
如
此
則
殿
最
之
課
、
未
盡
人
才
（『
三
國
志
』
卷

二
十
一
傅
嘏
傳
）。

（
三
三）
中
村
圭
爾
「
初
期
九
品
官
制
に
お
け
る
人
事
に
つ
い
て
」（『
中
国
貴
族
制
社
会
の
研
究
』

京
都
大
学
人
文
科
学
研
究
所
、
一
九
八
七
年
）。
ま
た
、
中
村
論
文
は
、
大
庭
脩
「
漢
代
の

功
次
に
よ
る
昇
進
に
つ
い
て
」（『
東
洋
史
研
究
』
一
二
―
三
、
一
九
五
三
年
、『
秦
漢
に
法

制
史
の
研
究
』
創
文
社
、
一
九
八
二
年
に
所
収
）
に
描
か
れ
た
漢
代
の
事
例
を
根
拠
と
し
て
、

簿
伐
に
功
績
・
能
否
が
記
さ
れ
て
い
る
可
能
性
も
指
摘
し
て
い
る
。
な
お
、
魏
晉
期
の
人
物

評
価
が
才
と
性
に
よ
り
行
わ
れ
た
こ
と
を
山
濤
の
『
山
公
啓
事
』
よ
り
指
摘
す
る
葭
森
健
介

「『
山
公
啓
事
』
の
研
究
─
─
西
晉
初
期
の
吏
部
選
用
」（『
中
国
貴
族
制
社
会
の
研
究
』
前
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掲
）
も
参
照
。

（
三
四）
先
時
國
家
始
制
九
品
、
各
使
諸
郡
選
置
中
正
、
差
敍
自
公
卿
以
下
、
至
于
郎
吏
、
功
德
材

行
所
任
。（
吉
）
茂
同
郡
護
羌
校
尉
王
琰
、
前
數
爲
郡
守
、
不
名
爲
清
白
。
而
琰
子
嘉
仕
歴

諸
縣
、
亦
復
爲
通
人
。
嘉
時
還
爲
散
騎
郎
、
馮
翊
郡
移
嘉
爲
中
正
。
嘉
敍
茂
雖
在
上
第
、
而

状
甚
下
、
云
、
德
優
能
少
。
茂
慍
曰
、
痛
乎
、
我
效
汝
父
子
冠
幘
劫
人
邪
（『
三
國
志
』
卷

二
十
三
常
林
傳
注
引
『
魏
略
』）。

（
三
五）
以
品
取
人
、
或
非
才
能
之
所
長
、
以
状
取
人
、
則
爲
本
品
之
所
限
（『
晉
書
』
卷
四
十
五

劉
毅
傳
）。

（
三
六
）（
盧
）
毓
於
人
及
選
擧
、
先
擧
性
行
、
而
後
言
才
。
黄
門
李
豐
嘗
以
問
毓
。
毓
曰
、
才
所

以
爲
善
也
。
故
大
才
成
大
善
、
小
才
成
小
善
。
今
稱
之
有
才
而
不
能
爲
善
、
是
才
不
中
器
也

（『
三
國
志
』
卷
二
十
二
盧
毓
傳
）。

（
三
七）
何
晏
の
思
想
、
お
よ
び
曹
爽
政
権
の
特
徴
に
つ
い
て
は
、
渡
邉
義
浩
「
浮
き
草
の
貴
公
子

何
晏
」（『
大
久
保
隆
郎
教
授
退
官
紀
念
論
集
漢
意
と
は
何
か
』
東
方
書
店
、
二
〇
〇
一
年
、

『
三
國
政
権
の
構
造
と
「
名
士
」』
前
掲
に
所
収
）
を
参
照
。

（
三
八）
夫
官
才
用
人
、
國
之
柄
也
。
故
銓
衡
專
於
臺
閣
、
上
之
分
也
。
孝
行
存
乎
閭
巷
、
優
劣
任

之
鄕
人
、
下
之
敍
也
。
夫
欲
清
教
審
選
、
在
明
其
分
敍
、
不
使
相
渉
而
已
（『
三
國
志
』
卷

九
夏
侯
玄
傳
）。

（
三
九）
何
晏
の
『
論
語
集
解
』
雍
也
篇
に
、「
王
曰
く
、『
上
は
、
上
知
の
知
る
所
を
謂
ふ
な
り
。

两
つ
な
が
ら
中
人
を
擧
ぐ
る
は
、
其
の
上
と
す
べ
く
其
の
下
と
す
べ
き
を
以
て
な
り
』
と

（
王
曰
、
上
謂
上
知
之
所
知
也
。
两
擧
中
人
、
以
其
可
上
可
下
）」
と
あ
る
。
何
晏
の
集
解

で
引
用
す
る
王
と
は
、
司
馬
昭
の
義
父
の
王
肅
で
あ
る
。
と
な
れ
ば
、
曹
爽
側
の
何
晏
も
、

司
馬
氏
側
の
王
肅
も
、
性
三
品
説
を
継
承
し
て
い
た
。
す
な
わ
ち
、
品
＝
性
＝
人
間
の
本
来

的
な
あ
り
方
と
い
う
理
解
は
、
両
者
に
共
有
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

（
四

〇
）
渡
邉
義
浩
「『
史
』
の
自
立
─
─
魏
晉
期
に
お
け
る
別
傳
の
盛
行
に
つ
い
て
」（『
史
学
雑

誌
』
一
一
二
―
四
、
二
〇
〇
三
年
、『
三
國
政
権
の
構
造
と
「
名
士
」』
前
掲
に
所
収
）
を
参

照
。

（
四

一
）
岡
村
繁
「『
才
性
四
本
論
』
の
性
格
と
成
立
─
─
あ
わ
せ
て
唐
長
孺
氏
の
『
魏
晋
才
性
論

的
政
治
意
義
』
を
駁
す
」（『
名
古
屋
大
学
文
学
部
研
究
論
集
』
二
八
文
学
一
〇
、
一
九
六

二
年
）。
ま
た
、「
異
」
を
発
展
さ
せ
た
「
離
」
論
を
説
く
王
廣
も
反
司
馬
氏
の
立
場
を
取
っ

て
い
た
。

（
四
二）
吉
川
忠
夫
「
六
朝
士
大
夫
の
精
神
生
活
」（『
岩
波
講
座
世
界
歴
史
』
五
、
一
九
七
〇
年
、

『
六
朝
精
神
史
研
究
』
同
朋
舎
出
版
、
一
九
八
四
年
に
所
収
）
を
参
照
。

（
四
三）
渡
邉
義
浩
「
司
馬
氏
の
台
頭
と
西
晉
の
建
国
」（『
大
東
文
化
大
学
漢
学
会
誌
』
四
六
、
二

〇
〇
七
年
）
を
参
照
。

（
四
四
）（
衞
）
瓘
以
、
魏
立
九
品
、
是
權
時
之
制
、
非
經
通
之
道
、
宜
復
古
鄕
擧
里
選
。
…
…
其

始
造
也
、
鄕
邑
清
議
、
不
拘
爵
位
、
褒
貶
所
加
、
足
爲
勸
勵
、
猶
有
鄕
論
餘
風
。
中
間
漸
染
、

遂
計
資
定
品
、
使
天
下
觀
望
、
唯
以
居
位
爲
貴
、
人
弃
徳
而
忽
道
業
、
爭
多
少
於
錐
刀
之
末
、

傷
損
風
俗
、
其
弊
不
細
（『
晉
書
』
卷
三
十
六
衞
瓘
傳
）。

（
四
五
）『
武
内
義
雄
全
集
』
第
一
卷
論
語
篇
（
角
川
書
店
、
一
九
七
八
年
）。
本
稿
は
、
こ
れ
に

収
め
る
『
論
語
義
疏
』
に
依
っ
た
。

（
四
六）
喬
秀
岩
『
義
疏
学
衰
亡
史
論
』（
白
峰
社
、
二
〇
〇
一
年
）。

（
四
七）
松
村
巧
「
皇
侃
の
教
学
論
と
梁
・
武
帝
の
儒
学
振
興
政
策
」（『
中
哲
文
学
会
報
』
六
、
一

九
八
一
年
）。
な
お
、
松
村
は
上
智
と
下
愚
を
除
い
た
七
品
の
者
の
賢
愚
や
善
悪
の
性
質
は
、

外
か
ら
の
働
き
か
け
に
よ
っ
て
変
わ
る
と
す
る
皇
侃
の
教
学
論
や
人
間
観
に
、
儒
学
の
修
得

に
よ
っ
て
政
官
界
に
進
出
し
よ
う
と
す
る
寒
人
層
の
立
場
と
、
儒
学
に
よ
る
教
学
に
よ
っ
て

寒
人
層
を
統
治
権
力
の
中
に
吸
収
し
よ
う
と
す
る
皇
帝
側
の
立
場
と
の
双
方
の
思
想
的
反
映

を
見
る
こ
と
が
で
き
る
、
と
し
て
い
る
。
ま
た
、
内
藤
幹
治
「
皇
侃
撰
『
論
語
義
疏
』
の
人

性
論
に
つ
い
て
」（『
中
国
に
お
け
る
人
間
性
の
探
究
』
創
文
社
、
一
九
八
三
年
）
は
、
皇
侃

の
性
説
を
、
告
子
の
性
無
善
無
不
善
説
を
継
承
し
、
性
三
分
説
を
展
開
し
て
、
道
仏
二
家
の

説
を
引
用
し
な
が
ら
、
玄
言
を
も
っ
て
儒
学
を
拡
大
し
よ
う
と
努
め
た
も
の
で
あ
る
、
と
し

て
い
る
。

（
四
八）
性
者
人
所
稟
以
生
也
、
習
者
謂
生
而
後
有
儀
、
常
所
行
習
之
事
也
。
人
倶
稟
天
地
之
氣
以

生
。
雖
復
厚
薄
有
殊
、
而
同
是
稟
氣
、
故
曰
相
近
也
。
…
…
若
有
生
之
始
、
便
稟
天
地
・
陰

陽
・
氛
氳
之
氣
。
氣
有
清
濁
。
若
稟
得
淳
清
者
則
爲
聖
人
、
若
得
淳
濁
者
則
爲
愚
人
。
愚
人

淳
濁
、
雖
澄
亦
不
清
、
聖
人
淳
清
、
攪
之
不
濁
。
故
上
聖
遇
昏
亂
之
世
、
不
能
撓
其
眞
、
下

愚
値
重
堯
疊
舜
、
不
能
變
其
惡
。
故
云
、
唯
上
智
與
下
愚
不
移
也
。
而
上
智
以
下
、
下
愚
以
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上
、
二
者
中
間
、
顏
・
閔
以
下
、
一
善
以
上
、
其
中
亦
多
清
少
濁
、
或
多
濁
少
清
、
或
半
清

半
濁
。
澄
之
則
清
、
攪
之
則
濁
、
如
此
之
徒
以
隨
世
變
改
。
若
遇
善
則
清
升
、
逢
惡
則
滓
淪
。

所
以
別
云
、
性
相
近
、
習
相
遠
也
（『
論
語
義
疏
』
陽
貨
篇
）。

（
四
九）
凡
人
受
命
、
在
父
母
施
氣
之
時
、
已
得
吉
凶
矣
。
夫
性
與
命
異
、
或
性
善
而
命
凶
、
或
性

惡
而
命
吉
。
操
行
善
惡
者
性
也
、
禍
福
吉
凶
者
命
也
（『
論
衡
』
命
義
篇
）。
ま
た
、
吉
田
照

子
「
王
充
の
性
説
─
─
性
と
命
と
情
と
気
と
」（『
哲
学
』（
広
島
）
四
〇
、
一
九
八
八
年
）

は
、
性
と
命
を
明
確
に
分
け
る
王
充
の
性
説
は
、
孔
子
の
合
理
主
義
を
忠
実
に
受
け
継
い
だ

も
の
で
あ
る
と
し
て
い
る
。

（
五

〇
）
末
岡
実
「
韓
愈
『
性
情
三
品
説
』
小
考
─
─
唐
代
に
お
け
る
儒
教
の
変
容
と
純
化
の
過

程
」（『
東
洋
研
究
』
七
〇
、
一
九
九
〇
年
）
は
、
韓
愈
が
、
性
三
品
説
に
基
づ
き
、
学
問
の

必
要
性
を
説
く
こ
と
は
、
門
閥
貴
族
に
対
す
る
寒
門
の
自
己
主
張
で
あ
る
と
し
、
韓
愈
の
説

の
特
徴
を
情
も
ま
た
三
品
に
分
け
る
性
情
三
品
説
に
あ
る
と
指
摘
し
て
い
る
。
ま
た
、
宋
学

に
お
け
る
韓
愈
の
性
三
品
説
の
捉
え
方
に
つ
い
て
は
、
吉
田
公
平
「
韓
愈
の
人
間
観
─
─
性

三
品
説
を
め
ぐ
っ
て
」（『
綜
合
研
究
中
世
の
文
化
』
角
川
書
店
、
一
九
八
八
年
）
を
参
照
。

（
五
一）
注
（
七
）
所
掲
森
著
書
は
、
仏
教
が
持
つ
輪
廻
の
思
想
が
六
朝
の
士
大
夫
に
天
来
の
福
音

と
し
て
受
け
取
ら
れ
、
従
来
の
儒
家
が
解
決
で
き
な
か
っ
た
徳
と
福
の
矛
盾
の
問
題
に
、
明

快
な
回
答
を
準
備
し
た
。
過
現
未
の
三
世
を
設
定
す
る
こ
と
に
よ
り
、
徳
と
福
と
の
矛
盾
は

清
算
さ
れ
、
性
と
命
と
の
離
反
は
解
消
さ
れ
た
、
と
指
摘
し
て
い
る
。

（
五
二）
性
也
者
、
與
生
倶
生
也
。
情
也
者
、
接
於
物
而
生
也
。
性
之
品
有
三
、
而
其
所
以
爲
性
者

五
。
…
…
今
之
言
者
、
雜
佛
老
而
言
也
。
雜
佛
老
而
言
也
者
、
奚
言
而
不
異
（『
韓
昌
黎
文

集
』
原
性
篇
）。
な
お
、
馬
其
昶
（
校
注
）『
韓
昌
黎
文
集
校
注
』（
上
海
古
籍
出
版
社
、
一

九
八
七
年
）
を
参
照
し
た
。

［
付
記
］

性
三
品
説
の
理
解
に
つ
い
て
は
、
科
学
研
究
費
（
Ａ
）「
両
漢
儒
教
の
新
研
究
」
の
分
担
研
究

者
で
あ
る
池
田
知
久
先
生
の
ご
示
教
を
得
た
。
記
し
て
謝
す
る
次
第
で
あ
る
。
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